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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体枠と、該本体枠に一側部を支持した状態で他側部を該本体枠に近接するよう回動す
ることで前記本体枠に組み付けられる遊技盤と、前記本体枠に配設された第１コネクタと
、前記遊技盤に配設された第２コネクタとを備え、前記本体枠に前記遊技盤を組み付ける
ことで前記第１コネクタと前記第２コネクタとが電気的に接続するよう構成された遊技機
において、
　前記本体枠における他側部の内側に配設され、前記第１コネクタが取り付けられる透明
な保護部材と、
　前記遊技盤の裏面に配設され、前記第２コネクタが遊技盤の他側部側において前記第１
コネクタとの接続部を後方に突出する状態で取り付けられる取着部材とを備え、
　前記保護部材は、
　前記第１コネクタが、前記第２コネクタとの接続部を前方に突出する状態で取り付けら
れる取付部と、
　前記取付部の裏側に設けられ、前記第１コネクタにおける前記取付部の裏側に臨む後端
から導出する配線を収容する収容室を前記取付部との間に画成する保護部と、
　前記取付部の下端縁から前記第１コネクタの接続部より前方に延出する下部延出部と、
　前記取付部における前記本体枠の他側部側の側端縁から前記第１コネクタの接続部より
前方に延出すると共に前記下部延出部に接続する側部延出部とを備え、
　前記側部延出部に、前側に向かうにつれて前記本体枠の一側部から離間する傾斜部が形
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成され、
　前記第１コネクタと前記第２コネクタとを接続した状態で、前記下部延出部および前記
側部延出部が前記取着部材の対応する下部および他側部を囲うよう構成され、
　前記保護部における前記本体枠の一側部側を向く側壁に形成された引出口と、
　前記本体枠に設けられ、前記保護部の前記引出口に接続する配線ケースとを備え、
　前記収容室内の配線を前記引出口から前記本体枠の一側部側に向けて引き出すと共に、
該引出口から引き出された配線が前記配線ケース内を引き回されるよう構成され、
　前記本体枠の裏側に配設された取着部に、前記配線ケースの後面側を覆うように第１構
成部品が着脱自在に取り付けられると共に、該第１構成部品の後側に重ねて第２構成部品
が着脱自在に取り付けられ、
　前記第１構成部品に支持され、該第１構成部品を前記取着部に対して固定する固定位置
および固定解除する解除位置に変位可能な固定手段を備え、
　前記第１構成部品の後側に前記第２構成部品を重ねて取り付けた状態で、前記固定手段
における前記第１構成部品側に臨む操作部が前記第２構成部品で覆われるよう構成した
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記側部延出部における前記第１コネクタ側を向く内側面に、内側に向けて突出する第
１規制部が上下に離間して設けられると共に、前記第１コネクタと前記第２コネクタとを
接続した状態で前記側部延出部の内側面に対向する前記取着部材の外側面に、前記第１規
制部の間に臨む第２規制部が突設された請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記第１コネクタは、前記取付部に対して前記第２コネクタとの接続方向と略直角な面
内で上下・左右に移動可能に取り付けられている請求項１または２記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本体枠に配設したコネクタと、本体枠に着脱自在に組み付けられる遊技盤に
設けたコネクタとが、本体枠に対する遊技盤の組み付けによって接続するよう構成された
遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等に代表される遊技機は、機体を構成する中枠(本体枠)と、該中枠に設けら
れた遊技盤保持部に着脱自在に組み付けられる遊技盤とを備えている。前記遊技盤は、合
板製や合成樹脂等から略矩形に形成された板状部材であり、その前面に遊技領域が設けら
れると共に、その裏面に各種遊技部品が取り付けられる設置部材が着脱可能に配設されて
いる。前記遊技領域内には、該遊技領域内を流下するパチンコ球が入賞可能な始動入賞装
置、特別入賞装置、球案内部材および釘等が配設されている。また、前記設置部材には、
遊技盤に形成された開口を介して該遊技盤の前側から視認可能な図柄表示装置や、演出装
置および発光装置等の電気部品等が取り付けられている。
【０００３】
　このようなパチンコ機にあっては、前記遊技盤側に配設された入賞装置や図柄表示装置
等の各種電気部品と、中枠に配設した各種制御装置とを電気的に接続するドッキングコネ
クと称されるコネクタが用いられている(例えば、特許文献１参照)。このドッキングコネ
クタは、中枠に配設されて制御装置に接続する第１コネクタと、遊技盤に配設されて電気
部品に接続する第２コネクタとを備える。また、中枠に対して遊技盤は、一側部を中心に
して他側部を中枠に近接するように回動することで組み付けられるよう構成されており、
ドッキングコネクタの第１コネクタおよび第２コネクタは、中枠および遊技盤の他側部側
に設けられている。そして、ドッキングコネクタは、遊技盤の他側部を中枠に近接するよ
うに回動することにより、第１コネクタと第２コネクタとが互いに嵌合して電気部品と制
御装置とが電気的に接続されるようになっている。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１６８６７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に開示の遊技機では、中枠に配設された第１コネクタの後部や側部は露出し
、該第１コネクタの後端から導出する配線も露出している。このため、該コネクタや配線
に対して不正基板を接続する等の不正行為が行なわれ易い問題が指摘される。
【０００６】
　すなわち本発明は、従来の技術に内在する前記問題に鑑み、これらを好適に解決するべ
く提案されたものであって、コネクタや配線に対する不正行為を防止し得る遊技機を提供
することを目的とする。
【０００７】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明は、
　本体枠(13)と、該本体枠(13)に一側部を支持した状態で他側部を該本体枠(13)に近接す
るよう回動することで前記本体枠(13)に組み付けられる遊技盤(12)と、前記本体枠(13)に
配設された第１コネクタ(53)と、前記遊技盤(12)に配設された第２コネクタ(54)とを備え
、前記本体枠(13)に前記遊技盤(12)を組み付けることで前記第１コネクタ(53)と前記第２
コネクタ(54)とが電気的に接続するよう構成された遊技機において、
　前記本体枠(13)における他側部の内側に配設され、前記第１コネクタ(53)が取り付けら
れる透明な保護部材(55)と、
　前記遊技盤(12)の裏面に配設され、前記第２コネクタ(54)が遊技盤(12)の他側部側にお
いて前記第１コネクタ(53)との接続部(54a)を後方に突出する状態で取り付けられる取着
部材(45)とを備え、
　前記保護部材(55)は、
　前記第１コネクタ(53)が、前記第２コネクタ(54)との接続部(53b)を前方に突出する状
態で取り付けられる取付部(62)と、
　前記取付部(62)の裏側に設けられ、前記第１コネクタ(53)における前記取付部(62)の裏
側に臨む後端から導出する配線(67)を収容する収容室(S1)を前記取付部(62)との間に画成
する保護部(58)と、
　前記取付部(62)の下端縁から前記第１コネクタ(53)の接続部(53b)より前方に延出する
下部延出部(63)と、
　前記取付部(62)における前記本体枠(13)の他側部側の側端縁から前記第１コネクタ(53)
の接続部(53b)より前方に延出すると共に前記下部延出部(63)に接続する側部延出部(60)
とを備え、
　前記側部延出部(60)に、前側に向かうにつれて前記本体枠(13)の一側部から離間する傾
斜部(60a)が形成され、
　前記第１コネクタ(53)と前記第２コネクタ(54)とを接続した状態で、前記下部延出部(6
3)および前記側部延出部(60)が前記取着部材(45)の対応する下部および他側部を囲うよう
構成され、
　前記保護部(58)における前記本体枠(13)の一側部側を向く側壁に形成された引出口(58a
)と、
　前記本体枠(13)に設けられ、前記保護部(58)の前記引出口(58a)に接続する配線ケース(
69)とを備え、
　前記収容室(S1)内の配線(67)を前記引出口(58a)から前記本体枠(13)の一側部側に向け
て引き出すと共に、該引出口(58a)から引き出された配線(67)が前記配線ケース(69)内を
引き回されるよう構成され、
　前記本体枠(13)の裏側に配設された取着部(31)に、前記配線ケース(69)の後面側を覆う
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ように第１構成部品(70)が着脱自在に取り付けられると共に、該第１構成部品(70)の後側
に重ねて第２構成部品(38)が着脱自在に取り付けられ、
　前記第１構成部品(70)に支持され、該第１構成部品(70)を前記取着部(31)に対して固定
する固定位置および固定解除する解除位置に変位可能な固定手段(75)を備え、
　前記第１構成部品(70)の後側に前記第２構成部品(38)を重ねて取り付けた状態で、前記
固定手段(75)における前記第１構成部品(70)側に臨む操作部(75b)が前記第２構成部品(38
)で覆われるよう構成したことを要旨とする。
【０００８】
　請求項１に係る発明によれば、第１コネクタおよび配線に対する不正行為を保護部材で
防ぐことができる。また、第１コネクタの取付部における下端縁および他側縁から前方に
延出する下部延出部および側部延出部で第２コネクタの取着部を囲むことにより、コネク
タの接続部に対するアクセスを防ぐことができる。しかも、側部延出部には傾斜部が形成
してあるので、本体枠に対する遊技盤の組み付け作業を円滑に行なうことができる。更に
、保護部材は透明であるので、第１コネクタや配線に対する不正基板の接続の有無を保護
部材を取り外すことなく確認することができる。
　また、第１コネクタから導出する配線を枠部材の一側部側に向けて収容室から引き出す
ことで、本体枠の他側部側からの配線に対するアクセスを困難として不正行為を防ぐこと
ができる。更に、収容室から引き出した配線は配線ケース内を引き回されるので、該配線
に対するアクセスをより困難として不正行為を防ぐことができる。
　また、第１構成部品に支持されている固定手段における操作部の後側は、第２構成品で
覆われており、該操作部への後側からのアクセスを困難にしている。このように、操作部
に簡単にアクセスできないことで、固定手段が不正に操作されて第１構成部品が短時間で
取り外されてしまうのを抑制することができる。
【００１１】
　請求項２に記載の発明では、前記側部延出部(60)における前記第１コネクタ(53)側を向
く内側面に、内側に向けて突出する第１規制部(60c)が上下に離間して設けられると共に
、前記第１コネクタ(53)と前記第２コネクタ(54)とを接続した状態で前記側部延出部(60)
の内側面に対向する前記取着部材(45)の外側面に、前記第１規制部(60c)の間に臨む第２
規制部(45b)が突設されたことを要旨とする。
　請求項２に係る発明によれば、側部延出部における第１規制部の間に取着部の第２規制
部が臨む構成によって、側部延出部の上側や下側からのコネクタの接続部に対するアクセ
スを困難として不正行為を確実に防ぐことができる。
【００１２】
　請求項３に記載の発明では、前記第１コネクタ(53)は、前記取付部(62)に対して前記第
２コネクタ(54)との接続方向と略直角な面内で上下・左右に移動可能に取り付けられてい
ることを要旨とする。
　請求項３に係る発明によれば、第１コネクタおよび第２コネクタを破損することなく確
実に接続することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る遊技機によれば、コネクタや該コネクタから導出する配線に対する不正行
為を防止し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の好適な実施例に係るパチンコ機を示す正面図である。
【図２】実施例のパチンコ機を示す背面図である。
【図３】実施例のパチンコ機を、中枠に対して前枠を開放した状態で示す概略斜視図であ
る。
【図４】実施例のパチンコ機の要部縦断側面図である。
【図５】実施例の遊技盤を後側から視た概略斜視図である。
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【図６】実施例に係る中枠に配設された第１コネクタの配設部位を拡大して示す前側から
視た概略斜視図である。
【図７】実施例に係る保護部材を示す概略斜視図であって、(ａ)は前側から視た図であり
、(ｂ)は後側から視た図である。
【図８】実施例に係る保護部材の前カバーを示す概略斜視図であって、(ａ)は前側から視
た図であり、(ｂ)は後側から視た図である。
【図９】実施例に係る保護部材の後カバーを示す概略斜視図であって、(ａ)は前側から視
た図であり、(ｂ)は後側から視た図である。
【図１０】実施例に係る中枠を構成する中下枠部を示す背面図であって、後部カバー部材
を取り外して示している。
【図１１】実施例に係る中枠を構成する中下枠部を後側から視た概略斜視図であって、払
出し制御装置、発射制御装置、インターフェース基板および後部カバー部材を取り外して
示している。
【図１２】実施例に係るパチンコ機を後側から視た要部概略斜視図であって、外枠は省略
してある。
【図１３】実施例に係るパチンコ機におけるドッキングコネクタの配設部分を示す要部横
断平面図である。
【図１４】実施例に係るパチンコ機におけるドッキングコネクタの配設部分を示す要部縦
断側面図である。
【図１５】実施例に係るパチンコ機における電源制御装置と払出し制御装置とが前後に重
なる部分での要部縦断側面図である。
【図１６】実施例に係る中下枠部に配設されるドッキングコネクタ、電源制御装置、配線
ケースおよび第２取付ベースを分解した状態を前側から視た概略斜視図である。
【図１７】実施例に係る中下枠部に配設されるドッキングコネクタ、電源制御装置、配線
ケースおよび第２取付ベースを分解した状態を後側から視た概略斜視図である。
【図１８】実施例に係る第２取付ベースに配設される払出し制御装置、発射制御装置、後
部カバー部材およびロック手段を分解した状態を前側から視た概略斜視図である。
【図１９】実施例に係る第２取付ベースに配設される払出し制御装置、発射制御装置、後
部カバー部材およびロック手段を分解した状態を後側から視た概略斜視図である。
【図２０】実施例に係る第２取付ベースから発射制御装置を取り外した状態を示す要部概
略斜視図であって、(ａ)は固定具を固定位置とした状態で示し、(ｂ)は固定具を解除位置
とした状態で示している。
【図２１】実施例に係る第２取付ベースに支持された固定具と発射制御装置に設けた規制
手段との関係を、第２取付ベースと発射制御装置とを分離した状態で示す説明図であって
、(ａ)は固定具を固定位置とした状態で示し、(ｂ)は固定具を解除位置とした状態で示し
ている。
【図２２】実施例に係る第２取付ベースに対して払出し制御装置をロックするロック手段
の配設位置を示す要部横断平面図であって、(ａ)はロック手段をロック位置とした状態で
示し、(ｂ)はロック手段をロック解除位置とした状態で示している。
【図２３】実施例に係る第２取付ベースに対して発射制御装置をロックするロック手段の
配設位置を示す要部横断平面図であって、(ａ)はロック手段をロック位置とした状態で示
し、(ｂ)はロック手段をロック解除位置とした状態で示している。
【図２４】実施例に係る払出し制御装置および発射制御装置とロック手段との関係を前側
から視た状態で示す説明図であって、(ａ)はロック手段をロック位置とした状態で示し、
(ｂ)はロック手段をロック解除位置とした状態で示している。
【図２５】実施例に係る中下枠部に配設された第１取付ベースにおけるインターフェース
基板用のケース取付部を後側から視た要部概略斜視図である。
【図２６】実施例に係るインターフェース基板を収納したインターフェース基板ケースを
示す概略斜視図であって、(ａ)は前側から視た図であり、(ｂ)は後側から視た図である。
【図２７】実施例に係るインターフェース基板ケースおよびインターフェース基板を分解



(6) JP 5798507 B2 2015.10.21

10

20

30

40

50

した状態を前側から視た概略斜視図である。
【図２８】実施例に係るインターフェース基板ケースおよびインターフェース基板を分解
した状態を後側から視た概略斜視図である。
【図２９】実施例に係るインターフェース基板を収納したインターフェース基板ケースを
示す背面図である。
【図３０】実施例に係るインターフェース基板を収納したインターフェース基板ケースを
示す横断平面図である。
【図３１】実施例に係るパチンコ機における電源制御装置に対して払出し制御装置と発射
制御装置および後部カバー部材が前後に重なる部分での要部横断平面図である。
【図３２】実施例に係る第２取付ベースを第１取付ベースに固定する固定具の支持位置で
縦断して示す要部側面図であって、固定位置とした固定具と第２取付ベースに取り付けた
発射制御装置の規制手段との関係を示している。
【図３３】実施例に係るインターフェース基板を収納したインターフェース基板ケースを
第１取付ベースに取り付けた状態で示す第１取付ベースの要部縦断側面図である。
【図３４】実施例に係るインターフェース基板を収納したインターフェース基板ケースを
第１取付ベースに取り付けた状態で示す第１取付ベースの要部横断平面図である。
【図３５】実施例に係るパチンコ機の制御構成を示すブロック図である。
【図３６】実施例に係るパチンコ機における放電機能に関する制御回路を示す概略説明図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行なうパ
チンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明では、「前」、「後」、「左」、「右
」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機１０を正面側(遊技者側)から
見た状態で指称するものとする。
【実施例】
【００１６】
(パチンコ機１０について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１～図３に示すように、前後に開口する矩形枠状に
形成されて遊技店の図示しない設置枠台に縦置き姿勢で設置される固定枠としての外枠１
１の開口前面側に、遊技盤１２を着脱可能に保持する本体枠としての中枠１３が開閉およ
び着脱可能に組み付けられて、該遊技盤１２の裏側に、各種図柄を変動表示可能な図柄表
示装置１８が着脱可能に配設されている。また、前記中枠１３の前面側には、前記遊技盤
１２を透視保護するガラス板や透明な合成樹脂材により形成された透明部材で前後に開口
する窓部を覆うよう構成された装飾枠としての前枠１９が開閉可能に組み付けられる。前
枠１９の下部位置には、パチンコ球を貯留する上球受け皿２０および下球受け皿２１が上
下に離間して前枠１９と一体的に開閉可能に設けられている。また前枠１９には、下球受
け皿２１の側方に、前記中枠１３に配設された打球発射装置２２を作動する操作ハンドル
２３が設けられ、該操作ハンドル２３の回動操作によって打球発射装置２２が作動されて
、前記上球受け皿２０に貯留されたパチンコ球が前記遊技盤１２に向けて発射されるよう
になっている。なお、実施例では、前記図柄表示装置１８としては、各種図柄を表示可能
な液晶パネルを収容ケースに収容した液晶表示装置が採用されるが、これに限られるもの
ではなく、ドラム式の図柄表示装置やドットマトリックス式の図柄表示装置等の各種図柄
を停止および変動表示可能な従来公知の各種の図柄表示装置を採用し得る。
【００１７】
(外枠１１について)
　前記外枠１１は、図２および図３に示す如く、上縁を構成する外上枠部１１ａと、下縁
を構成する外下枠部１１ｂと、左縁(一方の縁)を構成する外第１側枠部１１ｃと、右縁(
他方の縁)を構成する外第２側枠部１１ｄとから基本的に構成され、これら上下左右の枠
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部１１ａ,１１ｂ,１１ｃ,１１ｄを組み付けることで外枠１１が縦長の矩形枠体として構
成される。そして、外枠１１に対して中枠１３は、後述する中第１側枠部１６側が、ヒン
ジ機構２４を介して開閉および着脱自在に支持され、外枠１１に対して中枠１３を閉成す
ることで、該外枠１１の内側に中枠１３が収容されるよう構成される。また、中枠１３の
後述する中第２側枠部１７に設けた施錠装置２５によって、該中枠１３は外枠１１に対し
て閉成状態に保持されるようになっている。実施例では、外上枠部１１ａおよび外下枠部
１１ｂが合成樹脂製で、外第１側枠部１１ｃおよび外第２側枠部１１ｄはアルミ等の金属
材により成形されている。
【００１８】
(中枠１３について)
　図２および図３に示すように、前記中枠１３は、上縁をなす中上枠部１４と、下縁をな
し、スピーカ２６、打球発射装置２２、各種制御装置３６,３７,３８およびインターフェ
ース基板４３等を設置する設置部として機能する中下枠部(固定部材)１５と、左縁(一方
の側縁)をなす中第１側枠部１６と、右縁(他方の側縁)をなす中第２側枠部１７とから構
成されて、これら上下左右の枠部１４,１５,１６,１７を組み付けた際に、全体が外枠１
１の開口領域に整合する大きさに形成される。そして、前述したように外枠１１に対して
中枠１３の中第１側枠部１６側が、ヒンジ機構２４を介して回動自在に支持されて、中第
２側枠部１７側が施錠装置２５により施錠されるようになっている。また、中枠１３には
、上下左右の枠部１４,１５,１６,１７を組み付けることで前後に開口する遊技盤保持部
２７が画成され、該遊技盤保持部２７に遊技盤１２が着脱自在にセット保持される。実施
例では、中上枠部１４および中下枠部１５が合成樹脂材で成形されると共に、中第１側枠
部１６および中第２側枠部１７はアルミ等の金属材により成形されて、中枠１３全体とし
ての剛性を確保しつつ軽量化が図られている。図１,図３において、遊技盤１２の前面に
配設されている各種の遊技部品は、後述する案内レール４４を除いて図示省略してある。
【００１９】
　前記遊技盤保持部２７を画成する中第１側枠部１６の内面には、前端から後側に所定長
さ離間した位置に、内側に突出する段部１６ａ(図４参照)が上下方向の全長に亘って延在
するよう形成される。また、遊技盤保持部２７を画成する中上枠部１４の下面および中下
枠部１５の上面には、各枠部１４,１５の左端部における中第１側枠部１６の前記段部１
６ａの前面から前側に遊技盤１２の厚みと略同寸法だけ離間する位置に、内側に突出する
前固定突部２８(図１０,図１１に下側の前固定突部２８のみ図示)が夫々が突設されてい
る。更に、中上枠部１４の下面における右端部に、下側に向けて後固定突部２９が突設さ
れると共に、中下枠部１５の上面における右端部に、上側に向けて後固定突部２９が突設
されており(図６に中下枠部１５に設けられた下側の後固定突部２９のみ図示)、両後固定
突部２９の前面は、前記中第１側枠部１６に設けた前記段部１６ａの前面と揃う位置に臨
むよう設定される。また、中上枠部１４および中下枠部１５には、対応する後固定突部２
９との間で遊技盤１２の右側上下端部を挟持する固定部材３０が夫々設けられている。す
なわち、中枠１３に対して遊技盤１２は、遊技盤保持部２７に対して前側から斜めに遊技
盤１２を臨ませて、該遊技盤１２の左側端部を前記段部１６ａと前固定突部２８,２８と
の間に差し込んだ状態で、遊技盤１２の右側端部を押し込んで該遊技盤１２の左側端部を
中心に回動させて遊技盤１２の全体を遊技盤保持部２７に臨ませ、該遊技盤１２の右端部
の裏面を後固定突部２９に当接させる。そして、前記固定部材３０,３０で遊技盤１２の
右側上下端部を前面に当接して後固定突部２９との間で挟持することで、遊技盤１２の中
枠１３の遊技盤保持部２７内に組み付けられる。中枠１３に組み付けられる遊技盤１２は
、下端縁が前記中下枠部１５の上端縁で支持されると共に、４隅部が段部１６ａと前固定
突部２８および後固定突部２９と固定部材３０とで前後から挟持された状態で位置決め固
定される。このように、実施例に係る遊技盤１２は、中枠１３と同様に、左側端部が回転
中心となるよう構成される。なお、以下の説明において、パチンコ機１０(遊技盤１２)に
おける左側を枢支端側と称し、右側を開放端側と称することもある。
【００２０】
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　なお、前記遊技盤１２の左側端部を段部１６ａと前固定突部２８とで支持する構成に代
えて、前記中枠１３における中第１側枠部１６の内側の上下に離間する位置に、前記遊技
盤１２の左側端部を着脱可能に保持する回転保持具を回転自在に配設し、遊技盤１２の左
側端部を回転保持具で保持した状態で、遊技盤１２を左側端部(回転保持具)を中心に回動
させて前記遊技盤保持部２７に臨ませる構成を採用し得る。この回転保持具を用いる構成
では、該回転保持具によって遊技盤１２の左側端部が保持された状態で、該遊技盤１２の
右側端部が後固定突部２９と固定部材３０とで前後から挟持された状態で位置決め固定さ
れる。
【００２１】
　前記中枠１３の中下枠部１５の上面には、図４に示す如く、上方に延出する規制壁部１
５ｂが左右方向に延在するよう立設される。該規制壁部１５ｂは、その前面を前記段部１
６ａおよび後固定突部２９の前面と略一致する位置に設けられ、前記遊技盤保持部２７に
セットされる遊技盤１２は、該規制壁部１５ｂの前側に位置する中下枠部１５の上面に載
置されるようになっている。また中下枠部１５の裏側には、後述する電源制御装置３６、
払出し制御装置３７、発射制御装置３８およびインターフェース基板４３を取り付けるた
めの基体になると共に、中下枠部１５との間に各種通路を画成する第１取付ベース(取着
部)３１が配設される。
【００２２】
　前記パチンコ機１０には、前記中枠１３の裏側上部(図柄表示装置１８の上側)に位置し
て、設置枠台等に設けられた外部球供給設備から供給されるパチンコ球を貯留する球タン
ク３２が左右方向に延在するよう設けられている(図２参照)。また、中枠１３における中
下枠部１５の裏側(図柄表示装置１８の下側)には、前記第１取付ベース３１と中下枠部１
５との間に画成された通路を介して上下の球受け皿２０,２１に連通する球通出案内部材(
他の部材)３３(図１０,図１１,図２５,図３３等参照)が設けられている。実施例のパチン
コ機１０では、球通出案内部材３３は、前記第１取付ベース３１の左端部に着脱自在に配
設されている。またパチンコ機１０は、球タンク３２と球通出案内部材３３とが、図２に
示す如く、球タンク３２の左側の端部と球通出案内部材３３との間に架設された球通路ユ
ニット３４を介して連通接続されており、該球通路ユニット３４に配設された球払出し装
置３５の駆動により球タンク３２に供給されたパチンコ球を上下の球受け皿２０,２１へ
給出し得るよう構成されている。また実施例のパチンコ機１０では、前記球通路ユニット
３４は中枠１３に対して上下方向の軸線回りに回動自在に支持され、球タンク３２に設け
た上位置決め部３２ａおよび球通出案内部材３３に設けた下位置決め部３３ａによって、
球通路ユニット３４は球タンク３２と球通出案内部材３３とに連通した状態に位置決め保
持されるよう構成される。なお、球通出案内部材３３は、第１取付ベース３１に取り付け
られた後述する第２取付ベース７０の左方に位置すると共に、該球通出案内部材３３には
、下位置決め部３３ａの左側に隣接して、球通路ユニット３４から排出されるパチンコ球
を機外に排出する球抜き通路部３３ｂ(図２５参照)が設けられている。
【００２３】
　図２に示すように、前記中枠１３(パチンコ機１０)における中下枠部１５の裏側には、
パチンコ機１０の電源制御を行なう電源制御装置(電気装置)３６、球通路ユニット３４に
配設した球払出し装置３５を駆動制御する払出し制御装置３７、中枠１３に設置された打
球発射装置２２を駆動制御する発射制御装置３８等の各種制御装置(電気部品)が配設され
ている。電源制御装置３６、払出し制御装置３７、発射制御装置３８は、遊技盤１２の裏
側に配設される主制御装置３９に後述するドッキングコネクタ５２を介して配線接続され
、この主制御装置３９からの制御信号に基づいて所定の制御が実行される。前記中枠１３
に配設される各種制御装置３６,３７,３８は、対応する電源基板３６ａ、払出し制御基板
(第２基板)３７ａ、発射制御基板３８ａを箱状の基板ケース４０,４１,４２に収容した状
態でユニット化され、該基板ケース４０,４１,４２が中下枠部１５の裏側の所定位置に取
り付けられる。また、中下枠部１５の裏側には、前記球通路ユニット３４の下方に、球貸
し機等の外部装置に接続されるインターフェース基板４３が配設されている。このインタ
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ーフェース基板４３は、後述するように複数のコネクタ４３ａ,４３ｂ,４３ｃを備え、該
コネクタ４３ａ,４３ｂ,４３ｃを介して接続された払出し制御装置３７やその他の制御装
置と外部装置との間の信号の授受を中継するよう構成される。このインターフェース基板
４３も、後述するように基板ケース９４に収容した状態でユニット化され、該基板ケース
９４が中下枠部１５の裏側に取り付けられる。
【００２４】
(遊技盤１２について)
　前記遊技盤１２は、合板等の木製板部材の表面にセル板を配設したもの、あるいはアク
リル板等の透明な合成樹脂材等からなる平板状の板部材で構成される。遊技盤１２の前面
には、案内レール４４によって遊技領域１２ａが画成され(図１,図３参照)、前記中枠１
３に配設された打球発射装置２２から発射されたパチンコ球が遊技領域１２ａ内に打ち出
され、該遊技領域１２ａ内をパチンコ球が流下して遊技が行なわれる。また遊技盤１２の
前面には、図示しないが、遊技領域１２ａ内に枠状装飾部材、パチンコ球が入賞可能な始
動入賞装置、特別入賞装置、普通入賞装置等の各種入賞装置および多数本の遊技釘や風車
等の各種遊技部品が配設されている。遊技盤１２の裏側には、図柄表示装置１８、可動演
出装置および発光装置等の各種の遊技部品が配設される合成樹脂材で形成された設置部材
４５が配設される。そして、設置部材４５に形成された前後に開口する開口部および枠状
装飾部材に形成した窓口を介して図柄表示装置１８の表示部を前面側から視認し得るよう
構成されている。
【００２５】
　前記始動入賞装置には、遊技領域１２ａを流下するパチンコ球が入賞可能な始動入賞口
が設けられると共に、該始動入賞口へ入賞したパチンコ球を検出する始動入賞センサ(図
示せず)が設けられる。始動入賞センサは、後述する主制御装置３９に配線接続されてお
り、始動入賞検出センサがパチンコ球を検出すると検出信号を主制御装置３９に出力し、
主制御装置３９は、後述する払出し制御装置３７に制御信号を出力し、該払出し制御装置
３７の制御下に球払出し装置３５(後述)に予め設定された数(実施例では５個)の賞球を払
い出させるようになっている。また、始動入賞検出センサによるパチンコ球の検出を契機
として主制御装置３９から後述する統括制御装置４７に制御信号が出力され、該統括制御
装置４７の制御下に演出表示制御装置４６(後述)が制御されて前記図柄表示装置１８の表
示部で図柄変動が開始されるようになっている。また、前記特別入賞装置には、遊技領域
１２ａを流下するパチンコ球が入賞可能な特別入賞口、該特別入賞口を常には閉鎖する開
閉可能な開閉扉および特別入賞口へ入賞したパチンコ球を検出する特別入賞センサ(図示
せず)が設けられる。特別入賞装置は、前記図柄表示装置１８での図柄変動の結果、図柄
表示装置１８に所定の図柄組み合わせ(例えば同一図柄の三つ揃い等)で図柄が停止表示さ
れることで所謂「大当り」が発生し、これにより開閉扉が開放するよう作動制御されて、
遊技者が賞球を獲得し得る機会が与えられるよう構成されている。なお、特別入賞センサ
は、主制御装置３９に配線接続されており、特別入賞検出センサがパチンコ球を検出する
と検出信号を主制御装置３９に出力し、主制御装置３９は、払出し制御装置３７に制御信
号を出力し、該払出し制御装置３７の制御下に球払出し装置３５に予め設定された数(実
施例では１５個)の賞球を払い出させるようになっている。
【００２６】
　前記設置部材４５に着脱可能に配設される図柄表示装置１８の裏面には、図２および図
５に示す如く、該図柄表示装置１８における液晶パネルの表示を制御する演出表示制御装
置４６と、該演出表示制御装置４６を制御すると共に、パチンコ機１０を発光演出する発
光装置を発光制御したり、スピーカ２６の効果音出力制御を行なう等、パチンコ機１０の
演出全体を制御する統括制御装置４７が、左右に並んで配設されている。また設置部材４
５には、図柄表示装置１８の下側に、パチンコ機１０の遊技全般および賞球の払出しを司
る主制御装置３９が配設され、該主制御装置３９に統括制御装置４７が配線接続されてい
る。この主制御装置３９は、前記中枠１３の遊技盤保持部２７に遊技盤１２をセットした
状態で、前記第１取付ベース３１の上方に臨むようになっている(図４,図１５参照)。



(10) JP 5798507 B2 2015.10.21

10

20

30

40

50

【００２７】
　前記遊技盤１２に配設された発光装置や前記演出表示制御装置４６が統括制御装置４７
に配線接続されると共に、該統括制御装置４７が前記主制御装置３９に配線接続され、該
主制御装置３９から導出する配線(図示せず)が、前記設置部材４５に配設された中継基板
４８に電気的に接続される。また統括制御装置４７からは、主制御装置３９に接続する配
線とは別の配線(図示せず)が導出し、該別の配線が中継基板４８に接続されている。なお
、配線としては、発光装置や制御装置３９,４６,４７等に電源を供給する電源線および制
御信号を送信する信号線がある。また、前記演出表示制御装置４６、統括制御装置４７、
主制御装置３９は、対応する演出表示制御基板４６ａ、統括制御基板４７ａ、主制御基板
３９ａを箱状の基板ケース４９,５０,５１に収容した状態でユニット化され、該基板ケー
ス４９,５０,５１が遊技盤１２の裏側の所定位置に取り付けられる。実施例では、前記演
出表示制御装置４６、統括制御装置４７、主制御装置３９も電気部品として扱われる。
【００２８】
　前記パチンコ機１０では、主制御装置３９から出力された制御信号(制御コマンド)に基
づき、前記統括制御装置４７が演出表示制御装置４６に制御信号(制御コマンド)を出力し
、該演出表示制御装置４６は入力された制御信号に基づいて図柄表示装置１８を制御して
所定の演出表示させる。またパチンコ機１０は、主制御装置３９から前記払出し制御装置
３７に出力された制御信号に基づき、該払出し制御装置３７が球払出し装置３５を制御し
て所定数の賞球が払い出されるようになっている。なお、パチンコ機１０では、統括制御
装置４７の制御信号に基づいて、各発光装置を発光させ、スピーカ２６から効果音を出力
するようになっている。前記主制御基板３９ａ、統括制御基板４７ａ、演出表示制御基板
４６ａ、払出し制御基板３７ａ等の制御基板は、基本的には遊技に関する制御プログラム
を記憶するＲＯＭ、遊技に関する各種情報を記憶するＲＡＭおよびＲＯＭに記憶されてい
る制御プログラムを実行するＣＰＵを備えている。
【００２９】
(ドッキングコネクタ５２について)
　前記パチンコ機１０では、遊技盤１２に配設された主制御装置３９(電気部品)と、前記
中枠１３に配設された各種制御装置３６,３７,３８(電気部品)とを電気的に接続する手段
として、中枠１３に対して遊技盤１２を組み付けることで電気的に接続するドッキングコ
ネクタ５２を採用している。ドッキングコネクタ５２は、中枠１３側に設けられ、該中枠
１３に配設された各種制御装置３６,３７,３８(具体的には制御基板３６ａ,３７ａ,３８
ａ)や前枠１９に配設したスピーカ２６や発光装置等の電気部品に接続される第１コネク
タ５３と、遊技盤１２側に設けられ、該遊技盤１２に配設された主制御装置３９および統
括制御装置４７(具体的には主制御基板３９ａおよび統括制御基板４７ａ)に接続する第２
コネクタ５４とを備え、中枠１３に対して遊技盤１２を組み付けることによって、第１コ
ネクタ５３が第２コネクタ５４に嵌合して接続するよう構成される(図１３,図１４参照)
。なお、実施例では主制御装置３９に接続する第２コネクタ５４が２つで、統括制御装置
４７に接続する第２コネクタ５４が１つであり、主制御装置３９に接続する２つの第２コ
ネクタ５４は、払出し制御装置３７および発射制御装置３８に接続するために用いられ、
統括制御装置４７に接続する第２コネクタ５４は、前記前枠１９に配設されたスピーカ２
６や各種発光装置に接続するために用いられる。実施例では、第１コネクタ５３が雄型コ
ネクタで、第２コネクタ５４が雌型コネクタとなっている。
【００３０】
(保護部材５５について)
　図６,図１０～図１３に示すように、前記中枠１３の中第２側枠部(他側部)１７の内側
に、透明な保護部材５５が配設され、該保護部材５５に、第１コネクタ５３が上下方向に
離間して複数配設されている。保護部材５５は、前方に開口する後カバー５６と、該後カ
バー５６の前側開口を閉じるように後カバー５６に組み付けられる前カバー５７とから基
本的に構成される。後カバー５６は、図９に示す如く、前方に開口する箱状の保護部５８
と、該保護部５８の下端縁から前方に所定長さで延出する第１下部延出部５９と、保護部
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５８における右側(中第２側枠部１７側)の側端縁から前方に延出する側部延出部６０とを
備え、側部延出部６０の下端縁は第１下部延出部５９に接続されている。また、第１下部
延出部５９の前縁に、下方に向けて延出する第１取付延部５９ａが設けられ、該第１取付
延部５９ａが前記中下枠部１５にネジ止め固定されるようになっている。なお、保護部５
８の後側下部に、後述する第２取付ベース７０を第１取付ベース３１に固定するために機
能するベース用第１被固定部６１が設けられている。
【００３１】
　前記前カバー５７は、図８に示す如く、前記後カバー５６における保護部５８の前側開
口を閉成する取付部６２と、該取付部６２の下端縁から前方に延出する第２下部延出部(
下部延出部)６３とを備え、該前カバー５７を保護部５８の前側に組み付けることで、取
付部６２と保護部５８との間に収容室Ｓ１を画成するようになっている(図１３,図１４参
照)。また、前カバー５７の第２下部延出部６３が、後カバー５６の第１下部延出部５９
の上側に離間して位置決めされ、両延出部５９,６３の間に、前記収容室Ｓ１に連通する
下部収容室Ｓ２が画成される。更に、第２下部延出部６３の前縁に、下方に向けて延出す
る第２取付延部６３ａが設けられ、該第２取付延部６３ａが前記中下枠部１５にネジ止め
固定されるようになっている。なお、第２取付延部６３ａは、図７(ｂ)に示す如く、前記
後カバー５６における第１取付延部５９ａの前側に離間して位置し、両取付延部５９ａ,
６３ａ間に画成された下方に開口する嵌凹部６４に、中下枠部１５の上面に突設された嵌
合凸部１５ａ(図１６,図１７参照)が嵌合した状態で、保護部材５５が中下枠部１５に固
定されるよう構成してある。また、保護部材５５には、下部収容室Ｓ２内に中継基板６５
が配設され(図１４参照)、該中継基板６５に設けたコネクタが第１コネクタ５３に配線接
続されるようになっている。
【００３２】
　前記前カバー５７の取付部６２には、図８に示す如く、前後方向に開口するコネクタ用
開口部６２ａが、上下方向に離間して複数(第１コネクタ５３と同数)形成される。なお、
実施例では最上部のコネクタ用開口部６２ａは上方にも開口しているが、該上方開口は、
前カバー５７を後カバー５６に組み付けた状態では、後カバー５６の保護部５８の上壁に
よって覆われるようになっている。また取付部６２には、各コネクタ用開口部６２ａを挟
む左右両側にネジ孔６２ｂ,６２ｂが形成されており、該ネジ孔６２ｂに前側から螺挿さ
れるネジ６６(図１３参照)によって第１コネクタ５３が取付部６２に取り付けられるよう
構成されている。
【００３３】
(第１コネクタ５３について)
　前記第１コネクタ５３は、図６,図７,図１３に示す如く、前記取付部６２に対してネジ
止め固定される板状の固定部５３ａと、該固定部５３ａから前方に向けて突出する接続部
５３ｂとを備え、該接続部５３ｂに設けた接触子(図示せず)に接続した配線６７が固定部
５３ａから後方に延出している。固定部５３ａには、前後方向に貫通する通孔５３ｃが接
続部５３ｂを挟む左右両側に夫々形成されており、前記取付部６２における各コネクタ用
開口部６２ａと対応する前面に固定部５３ａの裏面を当接したもとで、各通孔５３ｃに配
設した後述のフローティング部材６８のスリーブ６８ａに前側から挿通したネジ６６を対
応するネジ孔６２ｂに螺挿することで、第１コネクタ５３が取付部６２の前側に取り付け
られる。また、第１コネクタ５３の後端から導出する配線６７は、コネクタ用開口部６２
ａから収容室Ｓ１に引き込まれて保護されるようになっている。
【００３４】
　前記第１コネクタ５３は、取付部６２に対してフローティング構造によって第２コネク
タ５４との接続方向と略直角な面内で上下・左右に移動可能に取り付けられている。実施
例では、第１コネクタ５３の固定部５３ａに形成した通孔５３ｃに配設したフローティン
グ部材６８によって、第１コネクタ５３の自由移動が許容されるように構成してある。こ
のフローティング部材６８は、図１３に示す如く、通孔５３ｃの内径より小さい外径に形
成されたスリーブ６８ａと、該スリーブ６８ａの軸方向両端に設けられ、通孔５３ｃの内
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径より大きい外径の鍔部６８ｂとから構成され、スリーブ６８ａを通孔５３ｃに挿通した
状態で、両鍔部６８ｂが固定部５３ａの前後両側に臨む状態で取り付けられている。すな
わち、固定部５３ａとフローティング部材６８とは、スリーブ６８ａの外径と通孔５３ｃ
の内径との寸法差の分だけ、相対的に径方向(第２コネクタ５４との接続方向と略直角な
面に沿う方向)に自由に移動可能に構成される。そして、フローティング部材６８のスリ
ーブ６８ａに前側から挿通した前記ネジ６６を対応するネジ孔６２ｂに螺挿することで、
第１コネクタ５３はフローティング部材６８を介して取付部６２に上下および左右方向に
移動自在に取り付けられる。また、両鍔部６８ｂ,６８ｂの対向面間の離間長さは、固定
部５３ａの前後厚みより大きく設定されており、ネジ６６をネジ孔６２ｂに螺挿してフロ
ーティング部材６８が取付部６２に固定された状態で、該フローティング部材６８(スリ
ーブ６８ａ)に対して第１コネクタ５３の自由移動が規制されないようになっている。
【００３５】
　前記保護部材５５における第２下部延出部６３および側部延出部６０は、図６に示す如
く、何れも取付部６２に取り付けた第１コネクタ５３の接続部５３ｂより前方に延出する
よう設定され、後述するように第１コネクタ５３に第２コネクタ５４を接続した状態で、
該第２下部延出部６３および側部延出部６０が第２コネクタ５４が取り付けられる設置部
材４５の対応する下部および右側部(他側部)を囲うよう構成してある(図１３,図１４参照
)。
【００３６】
(側部延出部６０について)
　前記側部延出部６０は、図６,図７に示す如く、前記保護部５８の上端縁より上方に所
定長さで延出する寸法に設定されると共に、該側部延出部６０には、前側に向かうにつれ
て中枠１３の中第１側枠部(一側部)１６から離間する傾斜部６０ａが形成されている。す
なわち、側部延出部６０の傾斜部６０ａは、図１３に示す如く、第１コネクタ５３の取付
部６２から前方に離間するにつれて第１コネクタ５３から離れるように変位し、該第１コ
ネクタ５３に対して第２コネクタ５４を前側から接続するに際し、該第２コネクタ５４や
設置部材４５が側部延出部６０に干渉するのを防ぐよう構成される。また、側部延出部６
０には、傾斜部６０ａの前側に、前記中第１側枠部１６と平行な取付板部６０ｂが連設さ
れ、該取付板部６０ｂを中第２側枠部１７の内面に当接した状態でネジ止めするようにな
っている。実施例では、取付板部６０ｂを中第２側枠部１７にネジ止めすると共に、前記
第１下部延出部５９および第２下部延出部６３を中下枠部１５に夫々ネジ止めすることで
、保護部材５５が中枠１３に位置決め固定される。なお、側部延出部６０の取付板部６０
ｂ、第１下部延出部５９および第２下部延出部６３を介して中枠１３に保護部材５５を位
置決め固定した状態で、前記保護部５８および側部延出部６０の傾斜部６０ａは中第２側
枠部１７の後端より後方に位置するよう構成される。また、前記保護部５８における側部
延出部６０に連なる外側面は、図１３に示す如く、前側から後側に向かうにつれて中第２
側枠部１７から離間するよう傾斜している。すなわち、側部延出部６０の傾斜部６０ａと
保護部５８の外側面とは前側から後側に向かうにつれて中第２側枠部１７から離間するよ
うに一連で傾斜し、前記外枠１１に対して中枠１３を開閉する際に、中第２側枠部１７の
後端より後方に位置する保護部５８や側部延出部６０の傾斜部６０ａが外枠１１(外第２
側枠部１１ｄ)に干渉するのを回避するよう構成してある。
【００３７】
　前記側部延出部６０における第１コネクタ５３側を向く内側面に、図６,図７に示す如
く、内側に向けて突出する第１規制部６０ｃが上下に離間して設けられ、第１コネクタ５
３と第２コネクタ５４とを接続した状態で、両第１規制部６０ｃ,６０ｃの間に前記設置
部材４５に設けた後述する第２規制部４５ｂが臨むようになっている(図１３参照)。なお
、実施例では、下側の第１規制部６０ｃが最下段の第１コネクタ５３の側方に位置すると
共に、上側の第１規制部６０ｃが最上段の第１コネクタ５３より上方に位置するよう設定
される。また、各規制部６０ｃにおける中第２側枠部１７を向く外側面には、前後方向に
延在する補強リブ６０ｄが設けられている(図９参照)。
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【００３８】
(引出口５８ａについて)
　前記保護部５８における中枠１３の中第１側枠部１６を向く左側壁(側壁)に引出口５８
ａが形成され、前記収容室Ｓ１内の配線６７が引出口５８ａから左方に向けて引き出され
るようになっている(図１１参照)。そして、収容室Ｓ１から引き出された配線６７は、後
述する配線ケース６９の内部を引き回されて対応する制御装置３６,３７,３８やスピーカ
２６や発光装置等の電気部品に接続される。
【００３９】
(第２コネクタ５４について)
　図５に示す如く、前記設置部材(取着部材)４５の右下角部に基板取着部４５ａが設けら
れ、該基板取着部４５ａに配設した前記中継基板４８に、設置部材４５(遊技盤１２)に配
設された前記主制御装置３９および統括制御装置４７が配線を介して接続されている。ま
た中継基板４８に、前記保護部材５５に配設した第１コネクタ５３と対応する数の第２コ
ネクタ５４が、上下方向に離間して配設されている。各第２コネクタ５４は、第１コネク
タ５３との接続部５４ａを後方に突出する状態で中継基板４８に配設されている。
【００４０】
　前記設置部材４５における基板取着部４５ａに対応する右外側面に、外側方に突出する
第２規制部４５ｂが設けられており、第１コネクタ５３に第２コネクタ５４を接続した状
態で、第２規制部４５ｂが前記保護部材５５に設けた前記第１規制部６０ｃ,６０ｃの間
に臨むよう構成される。すなわち、第１コネクタ５３と第２コネクタ５４との接続部の側
方を覆う側部延出部６０の内側において、第１規制部６０ｃと第２規制部４５ｂとによっ
て空間がラビリンス状に形成されて、保護部材５５の上下方向からの両コネクタ５３,５
４の接続部に対するアクセスを困難とするようになっている。
【００４１】
(空間部Ｓ３について)
　前記中枠１３における中下枠部１５の裏側に配設した前記第１取付ベース３１には、前
記球通出案内部材３３の配設位置より右側に装置取着面部３１ａが設けられ、該装置取着
面部３１ａに、前記電源制御装置３６が取り付けられる(図１５,図１７参照)。装置取着
面部３１ａは、第１取付ベース３１の上端から所定高さ低い位置から下側に設けられ、該
装置取着面部３１ａに取り付けられた電源制御装置３６の基板ケース４０の上面は、図１
５に示す如く、第１取付ベース３１の上端から所定高さだけ低い位置に臨むよう構成され
る。これにより、装置取着面部３１ａに取り付けられた電源制御装置３６と、中枠１３の
遊技盤保持部２７にセットされた遊技盤１２の後方に突出する主制御装置(電気部品)３９
および設置部材４５との間に、後方に開口する空間部Ｓ３が電源制御装置３６に沿って左
右方向(横方向)に延在するように画成される。なお、第１取付ベース３１には、装置取着
面部３１ａの上側で空間部Ｓ３に臨む位置に、上下および左右方向に離間して後方に延出
する係止フック３１ｂが複数設けられており(図１７参照)、これら複数の係止フック３１
ｂによって配線ケース６９を空間部Ｓ３に収容した状態で保持するよう構成される。
【００４２】
(配線ケース６９について)
　前記配線ケース６９は、図１６および図１７に示す如く、前面側に開口する樋状に形成
された本体部６９ａと、該本体部６９ａにおける右端部に連設されて後面側に開口する樋
状の導入部６９ｂとを備え、本体部６９ａおよび導入部６９ｂの内部に配線通路Ｓ４を画
成している。そして、配線ケース６９は、本体部６９ａの前側開口を前側に向けた姿勢で
前記空間部Ｓ３に収容した際に、図１１,図１５に示す如く、前記係止フック３１ｂが本
体部６９ａの後面に係止することで位置決め保持され、該空間部Ｓ３は配線ケース６９で
埋められるよう構成される。前記導入部６９ｂは、図１１に示す如く、係止フック３１ｂ
で係止された本体部６９ａに対して後方に所定長さだけ変位して本体部６９ａに連設され
ており、該導入部６９ｂの右端側(横方向の一端側)に開口する配線入口６９ｃが、中下枠
部１５に配線ケース６９を取り付けた状態で、前記保護部材５５に形成されて中下枠部１
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５の後方に変位した位置で開口する前記引出口５８ａに接続するよう構成される。そして
、保護部材５５の引出口５８ａから引き出された配線６７は、導入部６９ｂの配線入口６
９ｃを介して配線通路Ｓ４に引き込まれて該配線通路Ｓ４を左方に引き回されるよう構成
される。また、本体部６９ａの左端側(横方向の他端側)に開口する配線出口６９ｄは、前
記電源制御装置３６の左端上方に位置し、配線通路Ｓ４を引き回された配線６７は、該配
線出口６９ｄから電源制御装置３６の左端側に引き出されて対応する電気部品に接続され
るようになっている。
【００４３】
　前記導入部６９ｂの右端は、前記保護部材５５における保護部５８の左側壁に当接し、
保護部５８と導入部６９ｂとの間に隙間が生じないようになっている。また、本体部６９
ａにおける上下面には、各係止フック３１ｂと対応する位置に、該係止フック３１ｂの厚
みと略同じ深さの凹溝６９ｅが前後方向に延在するよう形成され、係止フック３１ｂが凹
溝６９ｅ内に臨むことで、配線ケース６９の上下面から係止フック３１ｂが突出しないよ
う構成される。これにより、配線ケース６９の上面に対して、前記主制御装置３９や設置
部材４５の下面を近接すると共に、該配線ケース６９の下面に対して、前記電源制御装置
３６の上面を近接し得るようにして、配線ケース６９と主制御装置３９、設置部材４５お
よび電源制御装置３６との間に大きな隙間が生じないようにしている。
【００４４】
　ここで、「配線ケース６９で空間部Ｓ３を埋める」とは、空間部Ｓ３内に配線ケース６
９が充満して空間が完全に埋まる状態に限らず、空間部Ｓ３の一部を埋めるように配線ケ
ース６９を収容する構成を含むものである。そして、配線ケース６９により、前記遊技盤
１２の裏側に配設した主制御装置３９および設置部材４５と第１取付ベース３１の装置取
着面部３１ａに配設した電源制御装置３６との間に画成される空間部Ｓ３に対して、不正
基板等の異物の取り付けを困難としている。なお、配線ケース６９の本体部６９ａにおけ
る前面開口は、前記第１取付ベース３１で塞がれると共に、前記導入部６９ｂの後面開口
は、後述する第２取付ベース７０に設けた蓋部７３によって塞がれており、前記配線通路
Ｓ４を引き回されている配線６７に対する外部からのアクセスを困難としている。
【００４５】
(第２取付ベース７０について)
　前記第１取付ベース３１には、前記電源制御装置３６の後側に、第２取付ベース(取付
ベース,第１構成部品)７０が着脱自在に配設され、該第２取付ベース７０の裏面に、前記
払出し制御装置３７と発射制御装置(第２構成部品)３８とが左右方向に並んだ状態で着脱
自在に取り付けられるよう構成される(図１０,図１１参照)。第２取付ベース７０を介し
て第１取付ベース３１に取り付けられた発射制御装置(制御装置)３８は、前記配線ケース
６９における所定領域の後側に臨んで、第２取付ベース７０を介して配線ケース６９の後
面側を覆っている。なお、発射制御装置３８は、前記配線ケース６９における配線出口６
９ｄに対応する後側に位置し、該発射制御装置３８によって配線出口６９ｄの後側が覆わ
れるようになっている。
【００４６】
　前記第２取付ベース７０は、図１６,図１７に示す如く、平板状の設置板(取付部,設置
面)７１の外周縁に壁部７２を後方に突出して全体として後方に開口する箱状に形成され
たものであって、設置板７１には、右側に払出し制御装置３７の大きさに対応する第１設
置面部７１ａが設けられると共に、該第１設置面部７１ａより左側に発射制御装置３８の
大きさに対応する第２設置面部７１ｂが設けられている。実施例では、払出し制御装置３
７に対して発射制御装置３８の外形寸法は小さく、第２設置面部７１ｂも第１設置面部７
１ａより小さく設定されると共に、該第２設置面部７１ｂは第１設置面部７１ａの上部側
に隣接して設けられている。また第１設置面部７１ａと第２設置面部７１ｂとの間に、後
述するロック手段８８が取り付けられる第３設置面部７１ｃが設けられている。なお、第
１設置面部７１ａを挟んで上下に位置する壁部７２,７２は、該第１設置面部７１ａに取
り付けた払出し制御装置３７の上下方向の移動を規制するべく機能すると共に、第２設置
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面部７１ｂを挟んで上下に位置する壁部７２,７２は、該第２設置面部７１ｂに取り付け
た発射制御装置３８の上下方向の移動を規制するべく機能するようになっている。また、
上側の壁部７２には、前記配線ケース６９の導入部６９ｂに対応する位置に蓋部７３が設
けられており、第２取付ベース７０を第１取付ベース３１に取り付けることで、該蓋部７
３によって導入部６９ｂの後面開口が塞がれるように構成してある。なお、蓋部７３は、
第２取付ベース７０とは別体で構成し、配線ケース６９に対して着脱自在に取り付ける構
成を採用し得る。
【００４７】
　前記第２取付ベース７０の下面に、図１８に示す如く、左右方向に離間してベース用係
合片７０ａが下方に向けて突設されると共に、該第２取付ベース７０の上面右端部にベー
ス用第１固定部７４が設けられている。このベース用第１固定部７４には、左右方向が長
手となる長孔７４ａが前後方向に貫通するように形成されて、該長孔７４ａに回転式の固
定具７５が回転自在に支持されている。また、第２取付ベース７０の第２設置面部７１ｂ
には、図１９,図２０に示す如く、前側(中下枠部１５側)に凹む凹部７６が設けられ、該
凹部７６の前部にベース用第２固定部７７が設けられている。このベース用第２固定部７
７には、左右方向が長手となる長孔７７ａが前後方向に貫通するように形成されて、該長
孔７７ａに回転式の固定具(固定手段)７５が回転自在に支持されている。なお、凹部７６
の深さ寸法は、第２設置面部７１ｂに前記発射制御装置３８を取り付けた状態で、ベース
用第２固定部７７に支持している固定具７５におけるベース用第２固定部７７の後側に臨
む操作部７５ｂが発射制御装置３８と干渉しない値に設定される(図３２参照)。
【００４８】
(中下枠部１５における第２取付ベース７０の取付構造について)
　前記第１取付ベース３１には、図１１,図１７に示す如く、前記装置取着面部３１ａに
取り付けた前記電源装置装置３６の下側を後方に向けて延出する張出し部７８が設けられ
、該張出し部７８の後面に、前記第２取付ベース７０のベース用係合片７０ａ,７０ａと
対応する左右に離間する位置に、上方に差込み口７９ａを開口した差込み受部７９が夫々
設けられている。また、第１取付ベース３１には、第２取付ベース７０のベース用第２固
定部７７に対応する位置(装置取着面部３１ａの左側の位置)に、ベース用第２被固定部８
０が設けられている。なお、第２取付ベース７０のベース用第１固定部７４に対応するベ
ース用第１被固定部６１は、前述したように前記ドッキングコネクタ５２の保護部材５５
に設けられている。ベース用第１被固定部６１およびベース用第２被固定部８０には、上
下方向が長手となる長孔６１ａ,８０ａが前後方向に貫通するように形成されている。す
なわち、ベース用第１被固定部６１およびベース用第２被固定部８０の長孔６１ａ,８０
ａと、ベース用第１固定部７４およびベース用第２固定部７７の長孔７４ａ,７７ａとは
、長手が直交するになっている。そして、ベース用第１被固定部６１およびベース用第２
被固定部８０の長孔６１ａ,８０ａには、前記固定具７５,７５の係合突部７５ｄ,７５ｄ(
後述)が、その長手を長孔６１ａ,８０ａの長手に揃えた状態での挿脱が許容されるように
なっている。前記ベース用第１被固定部６１は、ドッキングコネクタ５２の保護部材５５
に設けるのに代えて、中下枠部１５に設けたものであってもよい。
【００４９】
　前記第２取付ベース７０は、各ベース用係合片７０ａを第１取付ベース３１(中下枠部
１５)の対応する差込み受部７９の差込み口７９ａに上方から差し込むと共に、ベース用
第１固定部７４およびベース用第２固定部７７を対応するベース用第１被固定部６１およ
びベース用第２被固定部８０の後側に整列させた状態で、各固定部７４,７７と被固定部
６１,８０とを固定具７５,７５によって固定することで、該第２取付ベース７０は第１取
付ベース３１に取り付けられている電源制御装置３６の後側全体を覆う状態で位置め固定
される(図１５参照)。
【００５０】
(固定具７５について)
　前記ベース用第１固定部７４およびベース用第２固定部７７に支持される固定具７５,
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７５は同一構成のものであって、該固定具７５は、前記各固定部７４,７７および各被固
定部６１,８０に形成した長孔７４ａ,７７ａ,６１ａ,８０ａに挿通不能な円板部７５ａと
、該円板部７５ａの後面側に形成されて作業者が摘み操作可能な操作部７５ｂと、円板部
７５ａの前面側に形成されて、前記長孔７４ａ,７７ａ,６１ａ,８０ａに挿脱可能な支持
部７５ｃと、該支持部７５ｃの前端に形成されて長孔７４ａ,７７ａ,６１ａ,８０ａに対
して長手を揃えた状態でのみ挿脱可能な略矩形状の係合突部７５ｄとから構成されている
。なお、前記操作部７５ｂは、作業者が摘み易いように長手と短手を有する略矩形状に形
成されている。
【００５１】
　前記固定具７５による固定部７４,７７と被固定部６１,８０との固定構造は同じである
ので、ベース用第２固定部７７とベース用第２被固定部８０との固定構造について説明す
る。すなわち、ベース用第２固定部７７に対して係合突部７５ｄの長手を長孔７７ａの長
手に揃えた姿勢で該長孔７７ａに係合突部７５ｄおよび支持部７５ｃを後側から挿入し、
係合突部７５ｄがベース用第２固定部７７の前側に臨んだ状態で、固定具７５を略９０°
回転して係合突部７５ｄの長手が長孔７７ａの短手に揃う姿勢とすることで、係合突部７
５ｄがベース用第２固定部７７(長孔７７ａの縁部)に係合して該固定具７５はベース用第
２固定部７７に対して抜け止め状態で回転自在に支持される。ベース用第２固定部７７に
支持された固定具７５は、前記係合突部７５ｄの長手がベース用第２被固定部８０の長孔
８０ａの長手に揃って該長孔８０ａに挿脱可能な解除位置になっている。すなわち、この
状態で係合突部７５ｄをベース用第２被固定部８０の長孔８０ａに後側から挿入し、係合
突部７５ｄがベース用第２被固定部８０の前側に臨んだ状態で、固定具７５を略９０°回
転して係合突部７５ｄの長手がベース用第２被固定部８０における長孔８０ａの短手に揃
う姿勢である固定位置とすることで、係合突部７５ｄがベース用第２被固定部８０(長孔
８０ａの縁部)に係合してベース用第２固定部７７はベース用第２被固定部８０に固定さ
れる。そして、前記固定具７５を略９０°回転操作して解除位置に変位させることで、係
合突部７５ｄとベース用第２被固定部８０との係合が解除されるようになっている。
【００５２】
　前記固定具７５の操作部７５ｂは、前記固定位置では図２０(ａ)に示すように長手が左
右方向を向く姿勢になると共に、前記解除位置では図２０(ｂ)に示すように長手が上下方
向を向く姿勢になるよう構成される。
【００５３】
　前記第２取付ベース７０に着脱自在に取り付けられる前記払出し制御装置(第１制御装
置)３７は、払出し制御基板(第１制御基板,第２基板)３７ａを基板ケース(第１基板ケー
ス)４１に収納して構成されたものであって、該払出し制御装置３７の基板ケース４１に
ついては、以後、払出し基板ケースと指称する場合もある。また、第２取付ベース７０に
着脱自在に取り付けられる前記発射制御装置(第２制御装置,第２構成部品)３８は、発射
制御基板(第２制御基板)３８ａを基板ケース(第２基板ケース)４２に収納して構成された
ものであって、該発射制御装置３８の基板ケース４２については、以後、発射基板ケース
と指称する場合もある。
【００５４】
(払出し基板ケース４１について)
　図１８,図１９に示す如く、前記払出し基板ケース４１における右側部(発射制御装置３
８と対向する側部とは反対の側部)に、外側方に突出する払出し用係合突部４１ａが設け
られると共に、払出し基板ケース４１の左側部(発射制御装置３８と対向する側部)には、
外側方に突出する第１ロック部(第１係合部)４１ｂが設けられている。なお、実施例では
、第１ロック部４１ｂは上下方向に離間する２箇所に設けてある。これに対し、前記第２
取付ベース７０における第１設置面部７１ａには、払出し用係合突部４１ａに対応する位
置に、左側に差込み口８１ａを開口した差込み受突部８１が設けられると共に、該差込み
受突部８１から左方に離間して係止フック８２が設けられている。そして、第１設置面部
７１ａに対して払出し基板ケース４１(払出し制御装置３７)は、その前面を第１設置面部
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７１ａに対向させた姿勢で、払出し用係合突部４１ａが差込み受突部８１の差込み口８１
ａに挿入されると共に、係止フック８２が払出し基板ケース４１における第１ロック部４
１ｂ,４１ｂの形成位置の間の後面左端に係止した状態で位置決め保持される。また、第
１設置面部７１ａに払出し基板ケース４１を取り付けた状態で、前記第１ロック部４１ｂ
,４１ｂは、発射制御装置３８側に向けて延出して前記第３設置面部７１ｃに臨むよう構
成される(図２２参照)。
【００５５】
　前記払出し制御基板３７ａには、インターフェース基板４３の後述する第２のコネクタ
４３ｂに接続する第３のコネクタ３７ｂが、左端部側(インターフェース基板４３の設置
側)において後方に接続口を向けた状態で突設されている。また払出し基板ケース４１に
は、第３のコネクタ３７ｂの対応する位置に通孔が形成され、該通孔から第３のコネクタ
３７ｂがケース外部に露出するよう構成される。そして、払出し基板ケース４１から露出
した第３のコネクタ３７ｂに、第２のコネクタ４３ｂに接続する第２の配線１００(後述)
がコネクタ接続されるようになっている。
【００５６】
(発射基板ケース４２について)
　図１８,図１９に示す如く、前記発射基板ケース４２における第２設置面部７１ｂと対
向する前面には、発射用係合部(係合部)８３が複数箇所に設けられている。実施例では、
発射用係合部８３は、上下方向および左右方向に離間する４箇所に設けてある。この発射
用係合部８３は、図２０に示す如く、発射基板ケース４２の前面から突出して左右方向(
発射制御装置３８の第２取付ベース７０に対するスライド方向)に延在する基部８３ａと
、該基部８３ａの突出端から第２設置面部７１ｂと平行に延出する係合片８３ｂとから構
成される。実施例では、上側に位置する２つの発射用係合部８３では係合片８３ｂが上方
に向けて延出し、下側に位置する２つの発射用係合部８３では係合片８３ｂが下方に向け
て延出している。これに対し、前記第２取付ベース７０における第２設置面部７１ｂには
、各発射用係合部８３に対応する位置に、前後方向に貫通する発射用貫通孔８４および該
発射用貫通孔８４における前記第３設置面部７１ｃに近接する側に設けた発射用被係合部
(被係合部)８５が夫々設けられている。発射用貫通孔８４は、発射用係合部８３を挿脱可
能な挿脱用孔部８４ａと、該挿脱用孔部８４ａの右端に接続して発射用係合部８３におけ
る基部８３ａの左右方向の移動は許容するが係合片８３ｂの前後方向の挿脱は規制する移
動用孔部８４ｂとから構成される。なお、該移動用孔部８４ｂは、前記発射用被係合部８
５が発射用貫通孔８４内に張り出すように形成されることで画成される。そして、第２設
置面部７１ｂに対して発射基板ケース４２(発射制御装置３８)は、その前面を第２設置面
部７１ｂに対向させた姿勢で、発射用係合部８３を発射用貫通孔８４の挿脱用孔部８４ａ
に後側から挿通した状態で、該発射基板ケース４２を右方(第３設置面部７１ｃ側)へスラ
イドすることで、該発射用係合部８３の係合片８３ｂが発射用被係合部８５に係合した状
態で位置決め保持される。なお、第２設置面部７１ｂに取り付けた発射基板ケース４２の
裏面(第２取付ベース７０から離間する側の外面)は、前記１設置面部７１ａに取り付けら
れた前記払出し基板ケース４１の裏面と略面一となるよう設定してある。
【００５７】
　前記発射基板ケース４２の右側部(払出し制御装置３７側に臨む側部)に、図１８,図２
３に示す如く、外側方に突出る第２ロック部(第２係合部)８６が設けられている。この第
２ロック部８６は、第２設置面部７１ｂに発射基板ケース４２を取り付けた状態で、前記
払出し制御装置３７側に向けて延出して前記第３設置面部７１ｃに臨み、該第３設置面部
７１ｃにおいて前記第１ロック部４１ｂと上下方向(ロック手段８８のスライド方向)に並
んで位置するよう構成される(図２４参照)。また第２ロック部８６は、発射基板ケース４
２の右側部から第２設置面部７１ｂと平行に延出する延出部８６ａと、該延出部８６ａの
延出端から後方に向けて突出する係合突部８６ｂとを備え、該係合突部８６ｂがロック手
段８８の後述する第２被ロック部８８ｆに係脱可能に係合するよう構成される。
【００５８】
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　前記発射制御基板３８ａには、前記打球発射装置２２に接続する第４のコネクタ３８ｂ
が、下端部側において後方に接続口を向けた状態で突設されている。また発射基板ケース
４２には、第４のコネクタ３８ｂの対応する位置に通孔が形成され、該通孔から第４のコ
ネクタ３８ｂがケース外部に露出するよう構成される。そして、発射基板ケース４２から
露出した第４のコネクタ３８ｂに、打球発射装置２２に接続する配線(図示せず)がコネク
タ接続されるようになっている。
【００５９】
　前記発射基板ケース４２を、前記発射用係合部８３が第２取付ベース７０に設けた発射
用被係合部８５に係止された第２設置面部７１ｂに対する取り付け状態で、図３２に示す
如く、前記ベース用第２固定部７７に支持されている固定具７５における操作部７５ｂの
後側は発射基板ケース４２で覆われ、該操作部７５ｂへの後側からのアクセスを困難にし
ている。なお、操作部７５ｂは、長手が左右方向を向く固定位置(図２０(ａ)参照)および
長手が上下方向を向く解除位置(図２０(ｂ)参照)の何れの状態においても、発射基板ケー
ス４２で後側が覆われるようになっている。
【００６０】
　また、前記発射基板ケース４２を第２設置面部７１ｂに重ねて取り付けた状態で、前記
凹部７６における後側(発射制御装置３８側)の開口は、前記操作部７５ｂへのアクセスを
困難とし得る状態で発射基板ケース４２で塞がれるよう構成してある。実施例では、第２
設置面部７１ｂに対して発射基板ケース４２をスライドすることで前記発射用係合部８３
と発射用被係合部８５とが係止される構成となっており、発射用係合部８３と発射用被係
合部８５とが係止した状態では、発射基板ケース４２の左端が凹部７６の左端より右側に
位置し、該凹部７６の後側の開口は完全には塞がれていない。但し、発射基板ケース４２
の左端と凹部７６の左端との間の凹部７６の開口部分の幅は、手指が入り込むのを阻止し
得る寸法に設定されて、該開口部分からの操作部７５ｂへのアクセスを困難としている。
なお、凹部７６の位置を変更することで、第２設置面部７１ｂに取り付けられた発射基板
ケース４２によって凹部７６の後側の開口を完全に覆うようにしてもよい。
【００６１】
(発射基板ケース４２の規制手段８７について)
　前記発射基板ケース４２の前面には、前記固定具７５の固定位置では該発射基板ケース
４２(発射制御装置３８)を第２設置面部７１ｂ(第２取付ベース７０)に取り付け可能とし
、前記固定具７５の解除位置では該発射基板ケース４２を第２設置面部７１ｂに取り付け
を困難とする規制手段８７が設けられている。この規制手段８７は、図３２に示す如く、
発射基板ケース４２を第２設置面部７１ｂに取り付けた状態で、第２取付ベース７０のベ
ース用第２固定部７７と対向する位置に設けられている。また規制手段８７は、図２０に
示す如く、前側に突出し、上下方向(固定位置の操作部７５ｂの短手方向)に離間する一対
の規制片８７ａ,８７ａで構成され、両規制片８７ａ,８７ａは左右方向(第２設置面部７
１ｂに対する発射基板ケース４２のスライド方向)に所要長さで延在している。両規制片
８７ａ,８７ａの離間寸法は、前記固定具７５の操作部７５ｂにおける短手方向の長さよ
り大きく、かつ長手方向の長さより小さく設定される。そして、規制手段８７は、図２０
(ａ),図２１(ａ)に示す如く、前記操作部７５ｂ,７５ｂの長手が左右方向を向く固定具７
５の固定位置では、該操作部７５ｂが両規制片８７ａ,８７ａの間に収容されて、発射基
板ケース４２の前面が第２設置面部７１ｂに当接する位置、すなわち前記発射用係合部８
３が発射用貫通孔８４に挿通されて該発射用係合部８３が発射用被係合部８５に係合可能
な位置に臨むのを許容するよう構成される。これに対し、規制手段８７は、図２０(ｂ),
図２１(ｂ)に示す如く、前記操作部７５ｂの長手が上下方向を向く固定具７５の解除位置
では、該操作部７５ｂの後端(突出端)に両規制片８７ａ,８７ａが当接して、発射基板ケ
ース４２の前面が第２設置面部７１ｂに当接する位置、すなわち前記発射用係合部８３が
発射用貫通孔８４に挿通されて該発射用係合部８３が発射用被係合部８５に係合可能な位
置に臨むのが規制されるようになっている。なお、発射基板ケース４２の前面に設けられ
る発射用係合部８３と規制手段８７との位置関係は、発射用係合部８３を第２取付ベース
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７０の発射用貫通孔８４における挿脱用孔部８４ａの後側に臨む状態で、規制手段８７が
ベース用第２固定部７７に支持されている固定具７５における操作部７５ｂの後方に臨む
よう設定される。すなわち、発射基板ケース４２を左右方向に移動して規制手段８７が操
作部７５ｂの後方に臨まない位置では、発射用係合部８３が第２設置面部７１ｂや発射用
被係合部８５に当接して発射用係合部８３を挿脱用孔部８４ａに後側から挿入し得ないよ
うになっている。
【００６２】
　なお、前記操作部７５ｂが両規制片８７ａ,８７ａの間に収容された状態で、該操作部
７５ｂの回転を規制し、固定具７５が解除位置に変位するのを防止し得るよう構成される
。また、規制手段８７(規制片８７ａ,８７ａ)は、前記発射用係合部８３を発射用貫通孔
８４の挿脱用孔部８４ａに挿通した位置および発射用係合部８３が発射用被係合部８５に
係止された位置の何れの位置においても、前記第２設置面部７１ｂに設けた凹部７６内に
位置するよう設定されて、第２設置面部７１ｂに対して発射基板ケース４２をスライドし
て発射用係合部８３と発射用被係合部８５とを係脱する移動を阻害しないよう構成される
。
【００６３】
(ロック手段８８について)
　前記第２取付ベース７０の第３設置面部７１ｃに、前記払出し制御装置３７および発射
制御装置３８を第２取付ベース７０に対するロック状態およびロック解除状態とし得るロ
ック手段８８がスライド可能に配設されている。このロック手段８８は、図２４に示す如
く、上下方向(払出し制御装置３７および発射制御装置３８の並び方向と交差する方向)に
長手が延在する上下方向に長い部材であって、前後方向に貫通して上下方向に所要長さで
延在するガイド孔８８ａが、上下方向に離間して複数(実施例では２つ)形成されている。
そして、第３設置面部７１ｃに突設されたガイド突部８９が各ガイド孔８８ａに摺動自在
に挿通された状態で、各ガイド突部８９に後側から螺挿されたフランジ付きネジ(図示せ
ず)によって、当該ロック手段８８は第３設置面部７１ｃ(設置板７１の後面)に対して上
下方向にスライド自在に支持される。またロック手段８８は、払出し制御装置３７および
発射制御装置３８を第２取付ベース７０に対してロック状態とするロック位置と、ロック
解除状態とするロック解除位置とに後述する保持手段９０によって保持されるようになっ
ている。なお、ロック手段８８の後面には、後方に突出する操作突起８８ｂが設けられ、
該操作突起８８ｂを摘んでロック手段８８を容易にスライド操作し得るよう構成してある
。
【００６４】
　前記ロック手段８８には、図２４に示す如く、前記払出し基板ケース４１に形成した前
記第１ロック部４１ｂ,４１ｂの離間長さと同じ長さで上下方向に離間する２箇所に、上
下方向および右方(払出し制御装置３７側)に開口する第１通過口８８ｃが夫々形成されて
いる。各第１通過口８８ｃは、第１ロック部４１ｂの前後方向の移動を許容する寸法で開
口している。またロック手段８８には、各第１通過口８８ｃの上側(ロック手段８８のス
ライド方向の一端側)に、下側および右側に開口する凹みが形成され、該凹みの後側を覆
うように第１被ロック部(第１被係合部)８８ｄが形成されている。ロック手段８８のロッ
ク解除位置において各第１通過口８８ｃは、払出し基板ケース４１の前記払し用係合突部
４１ａを第２取付ベース７０の差込み受突部８１の差込み口８１ａに差し込んだ状態で、
払出し基板ケース４１の左端部側を第１設置面部７１ａに対して前後に移動して前記係止
フック８２に係脱する際に、第１ロック部４１ｂの通過を許容する位置(図２２(ｂ),図２
４(ｂ)参照)に臨むよう設定される。そして、第１設置面部７１ａに払出し基板ケース４
１を取り付けた状態で、ロック手段８８をロック解除位置からロック位置にスライドする
ことで、前記第１被ロック部８８ｄが対応する第１ロック部４１ｂの後側に臨んで係合し
(図２２(ａ),図２４(ａ)参照)、該第１ロック部４１ｂの後方への移動を規制することで
、払出し制御装置３７の第１設置面部７１ａからの取り外しを困難とするよう構成される
。
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【００６５】
　前記ロック手段８８には、前記発射基板ケース４２における第２ロック部８６と対応す
る位置に、前側および左側(発射基板ケース４２側)に開口する第２通過口８８ｅが形成さ
れている。またロック手段８８には、第２通過口８８ｅの上側(ロック手段８８のスライ
ド方向の一端側)に、下側に開口する凹みが形成され、該凹みの左側を略覆うように第２
被ロック部(第２被係合部)８８ｆが形成されている。なお、第２被ロック部８８ｆの前端
と第３設置面部７１ｃとの間には、第２ロック部８６における延出部８６ａの通過を許容
する隙間が形成されている。ロック手段８８のロック解除位置において第２通過口８８ｅ
は、発射基板ケース４２の前記発射用係合部８３を第２取付ベース７０の発射用貫通孔８
４に挿通した状態で、発射基板ケース４２を第２設置面部７１ｂに対して左右方向にスラ
イドして発射用係合部８３を前記発射用被合部８５に係脱する際に、第２ロック部８６の
通過を許容する位置(図２３(ｂ),図２４(ｂ)参照)に臨むよう設定される。そして、第２
設置面部７１ｂに発射基板ケース４２を取り付けた状態で、ロック手段８８をロック解除
位置からロック位置にスライドすることで、前記第２被ロック部８８ｆが第２ロック部８
６における係合突部８６ｂの左側に臨んで係合し(図２３(ａ),図２４(ａ)参照)、該第２
ロック部８６の左方への移動を規制することで、発射制御装置３８の第２設置面部７１ｂ
からの取り外しを困難とするよう構成される。
【００６６】
　実施例のロック手段８８は、ロック解除位置において前記第１被ロック部８８ｄおよび
第２被ロック部８８ｆの両方が、対応する第１ロック部４１ｂおよび第２ロック部８６に
対する係合を解除する位置に臨んで、第１設置面部７１ａに対する払出し制御装置３７の
着脱および第２設置面部７１ｂに対する発射制御装置３８の着脱を許容するよう構成され
る。また、ロック手段８８は、ロック位置において第１被ロック部８８ｄおよび第２被ロ
ック部８８ｆの両方が、対応する第１ロック部４１ｂおよび第２ロック部８６に対する係
合位置に臨んで、第１設置面部７１ａに対する払出し制御装置３７の着脱および第２設置
面部７１ｂに対する発射制御装置３８の着脱を規制するよう構成される。
【００６７】
(ロック手段８８の保持手段９０について)
　前記第２取付ベース７０およびロック手段８８には、該ロック手段８８をロック位置お
よびロック解除位置に保持可能な保持手段９０が設けられている。この保持手段９０は、
ロック手段８８に設けられた係合爪９１と、第２取付ベース７０に設けられた被係合保持
部９２とから構成される。係合爪９１は、図１９に示す如く、ロック手段８８の下部側に
おいて前後方向に弾性変形可能に設けられ、該係合爪９１は下端(長手方向の一端)に後方
に向けて突出する爪部９１ａを備えている。前記被係合保持部９２は、第２取付ベース７
０の第３設置面部７１ｃに対応する下側の壁部７２の後端から上側に延出する保持板９２
ａと、該保持板９２ａに前後方向に貫通するよう形成された第１係合保持孔９２ｂおよび
第２係合保持孔９２ｃとを備え、両係合保持孔９２ｂ,９２ｃは上下方向に離間している
。また保持板９２ａは、第３設置面部７１ｃに取り付けられているロック手段８８におけ
る前記係合爪９１の形成位置の後側に臨むよう構成される。そして、ロック手段８８のロ
ック位置では、保持板９２ａの下側に位置する第１係合保持孔９２ｂに係合爪９１の爪部
９１ａが係合してロック手段８８はロック位置に保持され、ロック手段８８のロック解除
位置では、保持板９２ａの上側に位置する第２係合保持孔９２ｃに係合爪９１の爪部９１
ａが係合してロック手段８８はロック位置に保持される。
【００６８】
(インターフェース基板用のケース取付部９３について)
　前記第１取付ベース３１の裏側には、図２５,図３３に示す如く、前記球通路ユニット
３４に連通する前記球通出案内部材３３の下方に離間して、前記インターフェース基板用
のケース取付部９３が設けられている。このケース取付部９３は、後方を向く平な設置面
９３ａの左端部に、右側に差込み口を開口した差込み受部分９３ｂが突設されると共に、
該設置面９３ａの右端部には係合凹部９３ｃが設けられている。またケース取付部９３の
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上面左端に、弾性変形可能な係止フック９３ｄが設けられている。そして、差込み受部分
９３ｂ、係合凹部９３ｃおよび係止フック９３ｄを介して、インターフェース基板４３を
収納した基板ケース９４がケース取付部９３に着脱自在に取り付けられるよう構成される
。また、ケース取付部９３と球通出案内部材３３とが上下に離間して設けられていること
で、ケース取付部９３と球通出案内部材３３との間には隙間が存在している。
【００６９】
(インターフェース基板ケース９４について)
　前記インターフェース基板(第１基板)４３は、図２６に示す如く、ベース部材９５と、
該ベース部材９５に着脱自在に取り付けられるカバー部材９６とからなる前記基板ケース
９４に収納されてユニット化されている。なお、インターフェース基板４３の基板ケース
９４については、以後、インターフェース基板ケースと指称する場合もある。
【００７０】
(ベース部材９５について)
　前記ベース部材９５は、図２７,図２８に示す如く、矩形板状の基板固定部９５ａの外
周縁から後方に壁部９５ｂを突出した後側に開口する箱状に形成されたものであって、該
基板固定部９５ａに、インターフェース基板４３がネジ止め固定される(図３０参照)。ベ
ース部材９５における左側の壁部９５ｂに、前記ケース取付部９３に設けた差込み受部分
９３ｂの差込み口に挿脱可能な係合突部９５ｃが突設されると共に、右側の壁部には、前
記ケース取付部９３の係合凹部９３ｃに係脱自在に係合する弾性変形可能な係合フック９
５ｄが設けられている。またベース部材９５の前面左上部に、前記ケース取付部９３の係
止フック９３ｄが係脱自在に係合する係合突起９５ｅが設けられている。すなわち、イン
ターフェース基板ケース９４は、図３３に示す如く、基板固定部９５ａの前面をケース取
付部９３の設置面９３ａに対向した姿勢において、係合突部９５ｃ、係合フック９５ｄお
よび係合突起９５ｅが、ケース取付部９３に設けた差込み受部分９３ｂ、係合凹部９３ｃ
および係止フック９３ｄに夫々係合することで、ケース取付部９３に取り付けられる。
【００７１】
　前記ベース部材９５は、ケース取付部９３に取り付けた状態で、該ケース取付部９３の
設置面９３ａより上方に延出する寸法に設定され、ケース取付部９３と前記球通出案内部
材３３との間の隙間の後側を略塞ぐよう構成される。また、前記基板固定部９５ａにおけ
るケース取付部９３から上方に延出する部分の前面に、図３３に示す如く、前方に向けて
突出する不正防止突部９７が設けられ、インターフェース基板ケース９４をケース取付部
９３に取り付けた状態で、該ケース取付部９３と前記球通出案内部材３３との間の隙間を
埋めるよう構成される。更に、ベース部材９５の上側の壁部９５ｂには、前記インターフ
ェース基板４３に設けた後述する第１のコネクタ４３ａの上方に臨む位置に、上方に突出
するベース側不正防止壁(第２不正防止部)９８が設けられている。このベース側不正防止
壁９８は、図２６,図２７,図２８に示す如く、該ベース部材９５の左端から右方に離間す
る位置から前方に延在する前後壁部９８ａと、該前後壁部９８ａの前端に連設されてベー
ス部材９５の左端まで延在する左右壁部９８ｂとを備え、該ベース側不正防止壁９８は、
インターフェース基板ケース９４をケース取付部９３に取り付けた状態で、該ケース取付
部９３と前記球通出案内部材３３との間の隙間を埋めるよう構成される。またベース側不
正防止壁９８は、ケース取付部９３と球通出案内部材３３との間の隙間の後側を塞ぐよう
に位置し、後側から隙間へ不正基板等の異物を挿入するのを防止するようになっている(
図３３参照)。
【００７２】
　実施例では、前記不正防止突部９７およびベース側不正防止壁９８は、ベース部材９５
の左側に偏った位置に設けられ、インターフェース基板ケース９４をケース取付部９３に
取り付けた状態で、該ケース取付部９３と球通出案内部材３３に設けた前記球抜き通路部
３３ｂとの間の隙間を埋めるよう構成されている(図３３参照)。これは、不正者が狙い易
い前記中枠１３の外側に近接する位置の球抜き通路部３３ｂとケース取付部９３との隙間
を埋めて不正基板等の異物挿入を防止するようにしたものであって、ケース取付部９３と
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前記球通出案内部材３３との隙間の全体を埋めるように不正防止突部９７およびベース側
不正防止壁９８をベース部材９５の左右方向の全長に亘って設けてもよい。
【００７３】
　なお、「不正防止突部９７やベース側不正防止壁で隙間を埋める」とは、隙間内に不正
防止突部９７やベース側不正防止壁９８が充満して隙間が完全に埋まる状態に限らず、隙
間の一部を埋めるように不正防止突部９７やベース側不正防止壁９８が隙間内に存在する
構成を含むものである。そして、不正防止突部９７やベース側不正防止壁９８の存在によ
って、ケース取付部９３と球通出案内部材３３との間に画成される隙間に対して、不正基
板等の異物の取り付けを困難としている。
【００７４】
(インターフェース基板４３について)
　図２８,図２９に示す如く、前記インターフェース基板４３の後面には、左端部側に偏
った位置に第１のコネクタ(第１の接続部)４３ａが後方に向けて突設されており、該第１
のコネクタ４３ａに、外部装置に接続する第１の配線９９の配線側コネクタ９９ａが接続
される。またインターフェース基板４３の後面には、第１のコネクタ４３ａの右方に離間
する位置に、接続口を後方に向けた複数の第２のコネクタ(第２の接続部)４３ｂが突設さ
れ、各第２のコネクタ４３ｂに、前記払出し制御基板３７ａに設けた第３のコネクタ(第
３の接続部)３７ｂに接続する第２の配線１００の配線側コネクタ１００ａが接続されて
いる。なお、インターフェース基板４３の後面には、右端部に、接続口を右方に向けた他
のコネクタ(他の接続部)４３ｃが設けられ、該他のコネクタ４３ｃには、パチンコ機１０
に設けた他の基板(図示せず)に接続する他の配線１０１の配線側コネクタ１０１ａが接続
されている。
【００７５】
(カバー部材９６について)
　前記インターフェース基板ケース９４のカバー部材９６は、図２７,図２８,図３０に示
す如く、各第２のコネクタ４３ｂに第２の配線１００の配線側コネクタ１００ａを接続し
た状態で、前記ベース部材９５に対して着脱可能に取り付けられるよう構成され、該カバ
ー部材９６によって第２のコネクタ４３ｂに接続した第２の配線１００の配線側コネクタ
１００ａの後方(第２のコネクタ４３ｂに対する抜き出し方向前側)を覆うよう構成されて
いる。このカバー部材９６は、図２６(ｂ),図２９に示す如く、インターフェース基板４
３に設けた第１のコネクタ４３ａの後側を覆わない寸法に設定されて、ベース部材９５に
カバー部材９６を取り付けた状態で、第１のコネクタ４３ａが後方に露出するよう構成さ
れる。またカバー部材９６には、前記第１のコネクタ４３ａの上側、下側および左側の周
囲(第１のコネクタ４３ａに接続した第１の配線９９の配線側コネクタ９９ａの第１のコ
ネクタ４３ａに対する抜き出し方向と交差する周囲)を略隙間なく囲うカバー側不正防止
壁(第１不正防止部)１０２が設けられている。前記第１のコネクタ４３ａは、外部装置と
接続されるために大型のコネクタが採用され、該第１のコネクタ４３ａでは、配線側コネ
クタ９９ａとの接続部位１０３に収納されている複数の接触子１０５が該接続部位１０３
の前面(インターフェース基板４３と対向する面)から突出して該基板４３に接続されてい
る。そして、前記カバー側不正防止壁１０２は、第１のコネクタ４３ａにおける接続部位
１０３から基板側に突出する接触子１０５の周囲を囲っている(図３４参照)。
【００７６】
　また前記カバー部材９６は、図２７(ｂ),図３０,図３１,図３５に示す如く、前記ベー
ス部材９５に取り付けた状態で、前記カバー側不正防止壁１０２がベース部材９５の壁部
９５ｂの内側に収容されるよう構成される。これにより、前記第１のコネクタ４３ａの前
記接触子１０５の周囲は２重に囲われ、該接触子１０５に対する外部からのアクセスを確
実に防止し得るようになっている。また、前記カバー部材９６には、図２７,図３０に示
す如く、右方(第２の配線１００が接続される払出し制御基板３７ａの配置側)に開口する
配線開口９６ａが設けられ、前記第２のコネクタ４３ｂに接続された第２の配線１００は
、該配線開口９６ａからインターフェース基板ケース９４の外方に引き出されるよう構成
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される。この第２の配線１００は、後述する後部カバー部材１０４の内部を引き回されて
、前記第３のコネクタ３７ｂに接続されるよう構成される。
【００７７】
(後部カバー部材１０４について)
　前記カバー部材９６の後面には、後部カバー部材(第２のカバー部材)１０４を回動自在
に支持する枢支部９６ｂが設けられている。この後部カバー部材１０４は、図１８に示す
如く、左端部に、上下方向に延在する軸部１０４ａが設けられ、該軸部１０４ａを前記枢
支部９６ｂに支持した状態で、右端部側が前後方向に回動するよう構成される。後部カバ
ー部材１０４は、前記払出し制御装置３７の第３のコネクタ３７ｂおよび前記発射制御装
置３８の第４のコネクタ３８ｂの後方を覆い得る寸法に設定されており(図１２参照)、該
後部カバー部材１０４は、払出し基板ケース４１から露出する第３のコネクタ３７ｂの後
側(第３のコネクタ３７ｂに接続した第２の配線１００の第３のコネクタ３７ｂに対する
抜き出し方向前側)および発射基板ケース４２から露出する第４のコネクタ３８ｂの後側(
第４のコネクタ３８ｂに接続した配線の第４のコネクタ３８ｂに対する抜き出し方向前側
)を覆うカバー位置および該第３のコネクタ３７ｂおよび第４のコネクタ３８ｂを露出す
る開放位置の間を回動するよう構成される。なお、前記インターフェース基板４３に配設
した他のコネクタ４３ｃは、カバー位置の後部カバー部材１０４で覆われると共に、該カ
バー位置の後部カバー部材１０４の内側で、前記カバー部材９６の配線開口９６ａが開口
するようになっている。
【００７８】
　前記後部カバー部材１０４は、前記カバー位置において、該後部カバー部材１０４の裏
面(第２取付ベース７０から離間する側の外面)が、前記第２取付ベース７０に取り付けら
れている払出し基板ケース４１および発射基板ケース４２の裏面と略面一となるよう設定
される(図３１,図３２参照)。また、後部カバー部材１０４に位置決め孔１０４ｂが形成
されると共に、前記第２取付ベース７０における第２設置面部７１ｂより下側に、位置決
め孔１０４ｂに挿脱自在に係合する位置決め突部１０６が後方に向けて突設されている。
そして、後部カバー部材１０４を開放位置からカバー位置に向けて回動した際に、位置決
め突部１０６が位置決め孔１０４ｂに突入係合することで、図１２に示す如く、該後部カ
バー部材１０４がカバー位置に保持されるよう構成される。なお、位置決め孔１０４ｂか
ら位置決め突部１０６を抜き外すことで、該後部カバー部材１０４の開放位置への回動は
許容される。
【００７９】
　前記後部カバー部材１０４は、透明な合成樹脂材で形成され、第３のコネクタ３７ｂお
よび第４のコネクタ３８ｂを覆うカバー位置において、外側から各コネクタ３７ｂ,３８
ｂの状況を確認し得るよう構成される。なお、実施例では、前記払出し基板ケース４１と
発射基板ケース４２との間に、後部カバー部材１０４で塞がれない部分が存在するが、後
部カバー部材１０４を、両基板ケース４１,４２間の空間を全て覆い得る形状とする構成
を採用し得る。
【００８０】
(放電機能について)
　前記電源基板３６ａは、外部電源から供給された所定電圧(ＡＣ２４Ｖ)の電源を、該電
源基板３６ａに電気的に接続される各種制御基板３７ａ,３８ａ,３９ａ,４６ａ,４７ａに
必要な電圧に変換して供給するよう構成される。前記遊技盤１２に配設された各種制御基
板３９ａ,４６ａ,４７ａは、前記ドッキングコネクタ５２を介して電源基板３６ａに接続
されるのに対し、前記中枠１３に配設された各種制御基板３７ａ,３８ａは、電源基板３
６ａに配線を介して直接接続される。なお、遊技盤１２に配設された主制御基板３９ａは
ドッキングコネクタ５２に直接配線接続されるのに対し、前記演出表示制御基板４６ａお
よび統括制御基板４７ａは、基本的には主制御基板３９ａを介してドッキングコネクタ５
２に電気的に接続されている。そして、各種制御基板３７ａ,３８ａ,３９ａ,４６ａ,４７
ａに供給された電源が、該制御基板３７ａ,３８ａ,３９ａ,４６ａ,４７ａを作動させるた
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めの電源、および該制御基板３７ａ,３８ａ,３９ａ,４６ａ,４７ａで制御される図柄表示
装置１８、ランプやスピーカ、その他モータやソレノイド等の各種電気部品を作動させる
ための電源として使用される。なお、実施例では、前記前枠１９に配設したスピーカ２６
および発光装置と統括制御基板４７ａとは、前述したように主制御基板３９ａを介するこ
となくドッキングコネクタ５２によって直接接続されている。
【００８１】
　前記電源基板３６ａには、図３５に示す如く、電源スイッチ１０７が配設され、該スイ
ッチ１０７のＯＮ－ＯＦＦ操作によって、電源の入・切が行なわれる。また電源基板３６
ａには、少なくとも前記主制御基板３９ａおよび払出し制御基板３７ａに配設されている
ＲＡＭにバックアップ用電源を供給するための第１コンデンサ１０８(例えば電気二重層
式が好適に用いられるが、その他の型式も採用可能である)が配設されている。そして、
閉店時における通常の電源ＯＦＦ時や停電時、あるいは瞬停時等の電源断状態によって、
電源基板３６ａに外部電源から電源が供給されなくなったときには、主制御基板３９ａお
よび払出し制御基板３７ａのＲＡＭに対して、該第１コンデンサ１０８からバックアップ
用電源を供給してＲＡＭのバックアップを行ない、該ＲＡＭに記憶されている情報を所定
の時間(バックアップ時間)だけ保持し得るよう構成される。また電源基板３６ａには、電
源基板３６ａに供給された電源電圧の安定化や電力の変換のための電源回路１１４および
該電源回路１１４に接続する第２コンデンサ(蓄電手段)１１５が設けられている。この第
２コンデンサ１１５は、バックアップ用電源を供給するための前記第１コンデンサ１０８
に比べて大量容のものが用いられている。そして、電源回路１１４で電圧が安定化等の各
種処理が施された電源が、各種制御基板３７ａ,３８ａ,３９ａ,４６ａ,４７ａに前記ドッ
キングコネクタ５２を介して供給されたり、またはドッキングコネクタ５２を介すること
なく直接供給される。なお、電源回路１１４としては、例えば整流回路、平滑回路、変圧
回路、電力変換回路、ノイズ除去回路等があるが、これらの回路に限定されるものではな
い。
【００８２】
　前記電源基板３６ａには、外部電源から所定電圧(交流２４Ｖ)の電源が供給されている
か否かを監視する通電監視回路(電源監視手段)１１３が設けられ、外部電源からの電源の
供給が停止したときに、該通電監視回路１１３から後述する判定回路１１１に通電断信号
を出力するよう構成されている。通電監視回路１１３は、フォトモスリレー等の光センサ
を用いた非接触式回路が好適に用いられる。
【００８３】
　また、前記電源基板３６ａには、電源断を監視する電源断信号回路１０９が設けられ、
外部電源から供給される電源(以下、監視電源という場合もある)の電圧が一定電圧(以下
、電源断検知電圧という場合もある)以下になったときに、該電源断信号回路１０９から
前記主制御基板３９ａおよび払出し制御基板３７ａに対して、通常の制御から電源断制御
に切換えるための電源断信号を出力するよう設定されている。そして、主制御基板３９ａ
および払出し制御基板３７ａは、電源断信号を受け取ると、バックアップに必要な処理(
電源断処理)を実行するようになっている。この電源断処理としては、例えば、バックア
ップデータとしてレジスタ、スタックポインタをＲＡＭに記憶させる処理、バックアップ
フラグを設定(復電時には、このフラグを基にバックアップデータに異常がないかの確認
を行なう)する処理、ＲＡＭに対してのアクセスを禁止する処理等がある。そして、電源
断処理終了後、主制御基板３９ａおよび払出し制御基板３７ａは、ＣＰＵの停止できる状
態(ＣＰＵの電源停止待機状態)で待機する(プログラムがループしている状態でＣＰＵへ
の電源の供給が途絶えるのを待っている)。なお、前記復電とは、電源スイッチ１０７を
ＯＦＦからＯＮに切換えたときや停電後、あるいは瞬停時に電圧が正規の電圧に達したこ
とを意味する。前記電源断信号は、電源断時において、パチンコ機１０(主制御基板３９
ａおよび払出し制御基板３７ａ)が正常に停止するための処理(停止処理)を行なう契機と
なる停止処理信号であり、実施例では電源断を監視する電源断信号回路１０９が、パチン
コ機１０を停止処理させる停止処理信号を出力する停止処理信号出力手段としても機能す
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る。
【００８４】
　前記電源基板３６ａには、リセット信号回路１１０が配設されており、前記電源スイッ
チ１０７をＯＮからＯＦＦに切換えることで前記電源断信号回路１０９から電源断信号が
出力された後に、該リセット信号回路１１０から前記主制御基板３９ａ、統括制御基板４
７ａ、演出表示制御基板４６ａ、払出し制御基板３７ａに対してリセット信号を出力(Ｏ
Ｎ)するよう設定されている。そして、各制御基板３９ａ,４７ａ,４６ａ,３７ａは、リセ
ット信号の入力を契機として各ＣＰＵの動作を停止する処理を実行するようになっている
。すなわち、前記リセット信号は、電源断時において、パチンコ機１０(各制御基板３９
ａ,４７ａ,４６ａ,３７ａが備えるＣＰＵ)が正常に停止するための処理(停止処理)を行な
う契機となる停止処理信号であり、実施例ではリセット信号を出力するリセット信号回路
１１０が、パチンコ機１０を停止処理させる停止処理信号を出力する停止処理信号出力手
段として機能する。なお、電源断信号が出力された後に出力されるリセット信号は、電源
断信号が出力されてから、該電源断信号により開始される主制御基板３９ａおよび払出し
制御基板３７ａのバックアップ処理に必要な時間を経過後に出力(ＯＮ)され、所定時間後
にＯＦＦされるよう設定してある。
【００８５】
　ここで、前記リセット信号回路１１０は、停電から復帰する時および電圧が電源断検知
電圧より一瞬低下した後に正常に復帰する瞬停時、および前記電源スイッチ１０７をＯＦ
ＦからＯＮに切換えたときに、前記主制御基板３９ａ、統括制御基板４７ａ、演出表示制
御基板４６ａ、払出し制御基板３７ａに対して、各ＣＰＵを初期状態から作動させる(Ｃ
ＰＵのセキュリティチェックやＣＰＵの初期設定を行ない、プログラムを００００番地か
らスタートさせる)ためのリセット解除信号を出力(ＯＮ)するよう設定されている。
【００８６】
　前記電源基板３６ａには、前記通電監視回路１１３およびリセット信号回路１１０に接
続する判定回路(判定手段)１１１が設けられると共に、前記第２コンデンサ１１５に蓄え
られている電気を放電可能な放電回路(放電手段)１１２が設けられている。前記判定回路
１１１は、通電監視回路１１３から通電断信号が出力(ＯＮ)された条件、およびリセット
信号回路１１０からリセット信号が出力(ＯＮ)された条件の両方が満たされたときに、前
記第２コンデンサ１１５と放電回路１１２とを電気的に接続し(回路の閉成)、第２コンデ
ンサ１１５に蓄えられている電気を放電回路１１２を介して放電し得るよう構成される。
また、判定回路１１１は、通電監視回路１１３から通電断信号が出力(ＯＮ)された条件、
およびリセット信号回路１１０からリセット信号が出力(ＯＮ)された条件の何れか一方で
も満たされていないときには、第２コンデンサ１１５と放電回路１１２との電気的な接続
を遮断(回路の開放)するよう構成される。実施例の判定回路１１１は、前記リセット信号
回路１１０からのリセット信号の出力の有無を実質的に監視しており、該判定回路１１１
がリセット信号回路(停止処理信号出力手段)１１０からリセット信号(停止処理信号)が出
力されたか否かを監視する停止処理信号監視手段としても機能する。
【００８７】
　前記第２コンデンサ１１５、放電回路１１２および判定回路１１１等に関する具体的な
構成を図３６を参照して説明すれば、通電監視回路１１３の入力側(一次側)に外部電源(
２４Ｖ)が接続すると共に、該通電監視回路１１３の出力側(二次側)が判定回路１１１の
一方の入力端子に接続される。この判定回路１１１の他方の入力端子に、前記リセット信
号回路１１０が接続されると共に、該判定回路１１１の出力端子が、放電回路１１２に接
続されている。実施例の放電回路１１２は、抵抗器１１２ａと、回路の接続・遮断を行な
う切替え手段としての電界効果トランジスタ(ＦＥＴ)１１２ｂとから構成され、該電界効
果トランジスタ(ＦＥＴ)１１２ｂに前記判定回路１１１の出力端子が接続されている。電
界効果トランジスタ(ＦＥＴ)１１２ｂは、常には回路を開放(オフ)するよう設定されてい
る。また判定回路１１１としては、例えばシュミットトリガインバータが用いられ、通電
監視回路１１３およびリセット信号回路１１０から通電断信号およびリセット信号が判定
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回路１１１に入力されることで、該判定回路１１１からトリガとなる放電信号を電界効果
トランジスタ１１４に出力し、これによって電界効果トランジスタ１１４が回路を閉成(
オン)して第２コンデンサ１１５と放電回路１１２とが電気的に接続するよう構成される
。
【００８８】
　なお、前記放電回路１１２は、第２コンデンサ１１５から供給される電気を抵抗器１１
２ａで熱として消費するよう構成されており、該抵抗器１１２ａの抵抗値としては、第２
コンデンサ１１５に蓄えられている電気を約１秒程度で消費し得る値に設定される。
【００８９】
(実施例の作用)
　次に、実施例に係るパチンコ機１０の作用につき説明する。
【００９０】
　前記外枠１１に対して中枠１３は、外枠１１の外第１側枠部１１ｃおよび中枠１３の中
第１側枠部１６がヒンジ機構２４を介して連結された状態で、中第１側枠部１６側を中心
として中第２側枠部１７側を外枠１１に対して近接・離間するよう回動することで開閉さ
れる。そして、中枠１３は、中第２側枠部１７に配設されている施錠装置２５によって外
枠１１に対して閉成状態に保持される。中枠１３の中第２側枠部１７には、図６に示す如
く、前記ドッキングコネクタ５２における第１コネクタ５３が配設された保護部材５５が
取り付けられている。この保護部材５５は、図１３,図１４に示す如く、第１コネクタ５
３の後部を覆うと共に、該第１コネクタ５３の後端から導出する配線６７を収容して保護
しており、第１コネクタ５３および配線６７に対する不正行為を防ぐことができる。また
、保護部材５５は透明であるので、第１コネクタ５３や配線６７に対する不正基板の接続
の有無を保護部材５５を取り外すことなく確認することが可能である。
【００９１】
　ここで、前記保護部材５５における前記保護部５８および側部延出部６０の傾斜部６０
ａは、図１３に示す如く、前記中枠１３の中第２側枠部１７の後端より後方に突出してお
り、外枠１１に対して中枠１３を、保護部材５５の配設側とは反対の中第１側枠部１６側
(枢支端側)を中心として回動する際には、保護部材５５の保護部５８や傾斜部６０ａが外
枠１１の外第２側枠部１１ｄに干渉するおそれがある。しかしながら、実施例の保護部材
５５は、保護部５８の外側面および傾斜部６０ａが前側から後側に向かうにつれて中枠１
３の内側に傾斜しているから、該保護部５８や傾斜部６０ａが外第２側枠部１１ｄと干渉
することなく中枠１３を開閉し得る。
【００９２】
　前記外枠１１に組み付けられた中枠１３に対して、前記前枠１９の左側枠部がヒンジ機
構を介して回動自在に取り付ける。そして、前記外枠１１に組み付けられた中枠１３に前
記遊技盤１２を組み付ける際には、中枠１３に対して前枠１９を開放した状態(図３参照)
で、前記遊技盤保持部２７に対して前側から斜めに遊技盤１２を臨ませて、該遊技盤１２
の左側端部を前記中第１側枠部１６の段部１６ａと前固定突部２８との間に差し込んだ状
態で、遊技盤１２の右側端部(開放端部)を押し込んで遊技盤１２の左側端部(枢支端部)を
中心に回動させて遊技盤１２の全体を遊技盤保持部２７に臨ませた状態で、前記固定部材
３０,３０で遊技盤１２の右側上下端部を前側から支持することで組み付けられる。また
、中枠１３に対して遊技盤１２を回動して組み付けることで、図１３,図１４に示す如く
、前記ドッキングコネクタ５２の第１コネクタ５３と第２コネクタ５４とが接続し、遊技
盤１２側の電気部品と中枠１３側および前枠１９側の電気部品とが電気的に接続される。
第１コネクタ５３および第２コネクタ５４は、遊技盤１２の組み付け時の回動中心(枢支
端部)から離間する側に配設されて、両コネクタ５３,５４の接続時の相対的な傾斜は小さ
くなっている。また、第１コネクタ５３は、前記保護部材５５に対してフローティング部
材６８を介して第２コネクタ５４との接続方向と略直角な面内で上下・左右に移動可能に
取り付けられているので、第１コネクタ５３および第２コネクタ５４を破損することなく
確実に接続することができる。
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【００９３】
　前記保護部材５５において両コネクタ５３,５４の外側方に臨んで該コネクタ５３,５４
の接続部を保護する側部延出部６０には、図１３に示す如く、前側に向かうにつれてコネ
クタ５３,５４から離間する傾斜部６０ａが形成してある。従って、中枠１３に対して遊
技盤１２を回動して組み付けるに際し、第２コネクタ５４が設けられている前記設置部材
４５の外側部が保護部材５５と干渉することなく中枠１３に対する遊技盤１２の組み付け
作業を円滑に行ない得る。また、前記中枠１３に遊技盤１２を組み付けた状態では、前記
保護部材５５における第２下部延出部６３および側部延出部６０で第２コネクタ５４が配
設されている前記設置部材４５の右下角部がＬ字状に囲まれる。これにより、第１コネク
タ５３と第２コネクタ５４との接続部に対する外部からのアクセスを防ぐことができる。
更に、前記側部延出部６０における上下に離間する第１規制部６０ｃ,６０ｃの間に、設
置部材４５に設けた前記第２規制部４５ｂが臨んで、上下方向において所謂ラビリンス構
造となるので、側部延出部６０の上側や下側からの両コネクタ５３,５４の接続部に対す
るアクセスを困難として不正行為を確実に防ぐことができる。
【００９４】
　前記保護部材５５の収容室Ｓ１から引出口５８ａを介して引き出された配線６７は、図
１１に示す如く、前記中下枠部１５に配設されている前記配線ケース６９の内部を引き回
されて、該配線ケース６９の左端で開口する配線出口６９ｄから外部に引き出されて、対
応する電気部品に接続される。保護部材５５の引出口５８ａは、該保護部材５５が配設さ
れる中第２側枠部１７から離間する側に開設されて、該引出口５８ａから引き出された配
線６７は中第１側枠部１６側に向けて引き回される。すなわち、配線６７等に対する不正
行為を行なうために狙われ易い中枠１３の中第２側枠部１７と外枠１１の外第２側枠部１
１ｄとの間に生ずる隙間から離間する方向に配線６７を引き回すよう構成しているので、
該隙間からの配線６７に対するアクセスを困難として不正行為を防ぐことができる。
【００９５】
(配線ケース６９の作用について)
　前記中枠１３に遊技盤１２を組み付けた状態で、該遊技盤１２の設置部材４５に配設さ
れて後方に突出する前記主制御装置３９と、前記第１取付ベース３１に取り付けた前記電
源制御装置３６との間に画成されている空間部Ｓ３に配設された配線ケース６９内に、前
記ドッキングコネクタ５２に接続する配線６７を引き回すようにしたので、該配線６７に
対して不正基板を接続する不正行為を防止することができる。また、不正基板が設置され
る可能性のある前記空間部Ｓ３を配線ケース６９で埋めているので、仮に不正基板が配線
６７に接続されたとしても、該不正基板を隠すように設置する空間部Ｓ３がなく、不正基
板の発見は容易となる。
【００９６】
　ここで、前記配線ケース６９は、後方に開口する樋状の導入部６９ｂと、該導入部６９
ｂに連設されて前方に開口する樋状の本体部６９ａとから構成されており、配線ケース６
９の内部に配線６７を引き回す作業は、筒状に形成したタイプに比較して容易であり、引
き回し作業を短時間で完了し得る。
【００９７】
　前記配線ケース６９における導入部６９ｂの後側開口は、前記第１取付ベース３１に取
り付けられた第２取付ベース７０に設けられている蓋部７３によって塞がれている。また
、配線ケース６９における本体部６９ａの配線出口６９ｄ側の所定領域の後面側は、図４
,図１５に示す如く、第２取付ベース７０および該第２取付ベース７０に取り付けた前記
発射制御装置３８で覆われている。すなわち、配線ケース６９に対する後側からのアクセ
スを第２取付ベース７０や発射制御装置３８により規制し得るよう構成されており、該配
線６７に対する不正行為をより確実に防止し得る。また、配線ケース６９に対するアクセ
スを規制する部品として、パチンコ機１０に必要な発射制御装置３８や該発射制御装置３
８を取り付けるための第２取付ベース７０を利用しているので、アクセスを規制するため
の専用の部品を設ける必要はなく、構成を簡略化し得ると共に部品点数が増加することも
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ない。
【００９８】
(ロック手段８８の作用について)
　前記第２取付ベース７０に対して前記払出し制御装置３７は、図１０に示す如く、前記
払出し用係合突部４１ａを第１設置面部７１ａに設けた差込み受突部８１の差込み口８１
ａに挿入係合した状態で、該第１設置面部７１ａに設けた係止フック８２によって係止さ
れている。また、第２取付ベース７０に対して前記発射制御装置３８は、前記発射用係合
部８３を第２設置面部７１ｂに設けた発射用被係合部８５に係合した状態で係止されてい
る。これら払出し制御装置３７および発射制御装置３８は、第２取付ベース７０の第３設
置面部７１ｃに取り付けた１つのロック手段８８によってロック状態に保持されている。
すなわち、払出し制御装置３７および発射制御装置３８は、払出し用係合突部４１ａ、係
止フック８２、発射用係合部８３、発射用被係合部８５等の係止手段のみでなく、ロック
手段８８で第２取付ベース７０に係止保持されているので、運搬時等に発生する振動や衝
撃等によって両制御装置３７,３８が第２取付ベース７０から脱落するのを確実に防止し
得る。
【００９９】
　前記ロック手段８８のロック位置では、図２２(ａ),図２３(ａ),図２４(ａ)に示す如く
、払出し制御装置３７の第１ロック部４１ｂおよび発射制御装置３８の第２ロック部８６
は、ロック手段８８に設けた対応する第１被ロック部８８ｄおよび第２被ロック部８８ｆ
に係合して、払出し制御装置３７における払出し用係合突部４１ａの差込み受突部８１に
対する係合を解除する動作および発射制御装置３８における発射用係合部８３の発射用被
係合部８５に対する係合を解除する動作を阻止している。そして、図２２(ｂ),図２３(ｂ
),図２４(ｂ)に示す如く、ロック手段８８をロック位置からロック解除位置にスライドす
ることで、前記第１ロック部４１ｂに対する第１被ロック部８８ｄの係合が解除されると
共に、第２ロック部８６に対する第２被ロック部８８ｆの係合が解除される。これにより
、第２取付ベース７０に対する払出し制御装置３７および発射制御装置３８の取り外しが
可能になると共に、第２取付ベース７０に対する払出し制御装置３７および発射制御装置
３８の取り付けも可能となる。
【０１００】
　すなわち、前記第２取付ベース７０に並んで取り付けられる払出し制御装置３７および
発射制御装置３８は、１つのロック手段８８をロック位置とロック解除位置との間をスラ
イドするだけでロックしたりロック解除することができる。これにより、払出し制御装置
３７および発射制御装置３８をロックしたりロック解除する手段を個々に設ける場合に比
べ、部品点数が増加するのを抑えると共に小スペース化を図り得る。また、ロック手段８
８をロック解除位置に臨ませることで、両制御装置３７,３８を同時にロック解除状態に
し得るので、両制御装置３７,３８の交換時等の作業性が向上する。更に、払出し制御装
置３７の第１ロック部４１ｂおよび発射制御装置３８の第２ロック部８６は、図２４に示
す如く、第２取付ベース７０に両制御装置３７,３８を取り付けた状態でロック手段８８
のスライド方向に並ぶようにしたので、幅寸法の小さなロック手段８８によって両ロック
部４１ｂ,８６に対して被ロック部８８ｄ,８８ｆを係脱することができる。すなわち、２
つの制御装置３７,３８を近接して取り付けることができ、省スペース化を図り得る。
【０１０１】
　前記ロック手段８８は、ロック位置では該ロック手段８８に設けた前記係合爪９１が前
記第２取付ベース７０に設けた保持板９２ａの第１係合保持孔９２ｂに係合してロック位
置に保持され、またロック解除位置では係合爪９１が保持板９２ａの第２係合保持孔９２
ｃに係合してロック解除位置に保持される。すなわち、ロック位置に移動したロック手段
８８が不用意に移動してロックが解除されてしまうのを防止し得ると共に、払出し制御装
置３７や発射制御装置３８の交換作業等に際し、ロック手段８８を手指等でロック解除位
置に保持しておく必要はなく、交換作業は容易となる。
【０１０２】
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(規制手段８７の作用について)
　前記第１取付ベース３１のベース用第２被固定部８０と第２取付ベース７０のベース用
第２固定部７７とを固定する前記固定具７５は、図２０(ａ),図２１(ａ)に示す如く、固
定位置では前記操作部７５ｂが長手を左右方向に向けた姿勢となっている。この状態では
、前記発射制御装置３８の前面に設けた前記規制手段８７の両規制片８７ａ,８７ａが操
作部７５ｂの後端に当接することなく、該発射制御装置３８の前面を第２取付ベース７０
の第２設置面部７１ｂに当接する位置に臨ませることができる。すなわち、前記発射用係
合部８３を発射用貫通孔８４の挿脱用孔部８４ａに後側から挿入することが許容され、該
係合部８３が発射用被係合部８５に係合するように発射制御装置３８を第２設置面部７１
ｂに対してスライドすることが可能となる。
【０１０３】
　これに対し、図２０(ｂ),図２１(ｂ)に示す如く、前記操作部７５ｂの長手が上下方向
を向く固定具７５の解除位置では、前記規制手段８７の両規制片８７ａ,８７ａが該操作
部７５ｂの後端に当接して、前記発射用係合部８３を発射用貫通孔８４の挿脱用孔部８４
ａに挿入することができず、該係合部８３を発射用被係合部８５に係合可能な位置に臨ま
せるのは規制される。すなわち、前記第２取付ベース７０に発射制御装置３８を重ねて取
り付ける構成において、前側に位置する第２取付ベース７０が固定具７５によって第１取
付ベース３１に正しく固定されていない限り、該第２取付ベース７０に対して発射制御装
置３８を取り付けることが困難となっている。これにより、第２取付ベース７０を第１取
付ベース３１に固定するための部分(ベース用第２固定部７７)の後側に重なるように発射
制御装置３８を配設することで省スペース化を図って機裏側のスペースの有効利用を図る
構成を採用しても、第２取付べース７０が不完全な取り付け状態のまま発射制御装置３８
が取り付けられるのを防止し得る。また、第２取付ベース７０が不完全な取り付け状態の
まま発射制御装置３８が取り付けられるのを防止する規制構造は、回転することで姿勢が
変化する操作部７５ｂを備えた固定具７５を採用すると共に、発射制御装置３８の前面(
固定具７５と対向する面)に規制片８７ａ,８７ａを設けるだけの構成であるので、第２取
付ベース７０が不完全な取り付け状態のままとなるのを簡単な構成で防止し得る。
【０１０４】
　前記固定具７５が適正な固定位置になっている場合は、図２１(ａ),図３２に示す如く
、第２取付ベース７０に取り付けた発射制御装置３８の両規制片８７ａ,８７ａの間に固
定具７５の操作部７５ｂが収容されて、該操作部７５ｂの回転は規制片８７ａ,８７ａに
よって規制される。従って、運搬時等に発生する振動や衝撃等によって固定具７５が解除
位置に変位するのを確実に防止し得る。また、前述したように、発射制御装置３８は、発
射用係合部８３と発射用被係合部８５との係合のみでなく、前記ロック手段８８によって
第２取付ベース７０に対してロック状態に保持されるものであるから、発射制御装置３８
の位置がズレて両規制片８７ａ,８７ａによる操作部７５ｂの回転規制が解除されてしま
うこともない。
【０１０５】
　前記発射制御装置３８を第２取付ベース７０の第２設置面部７１ｂに取り付けた状態で
は、図３２に示す如く、前記ベース用第２固定部７７に支持されている固定具７５におけ
る操作部７５ｂの後側は、発射制御装置３８で覆われており、該操作部７５ｂへの後側か
らのアクセスを困難にしている。このように、操作部７５ｂに簡単にアクセスできないこ
とで、固定具７５が不正に操作されて第２取付ベース７０が短時間で取り外されてしまう
のを抑制することができる。また、発射制御装置３８を利用して固定具７５が不正に操作
されるのを抑制し得るから、不正アクセスを抑制するための専用の部材を設ける必要はな
く、構造を簡単にし得ると共に部品点数が増加することもない。
【０１０６】
　実施例では、前記発射制御装置３８を第２取付ベース７０の第２設置面部７１ｂに取り
付けた状態において、図１０に示す如く、発射制御装置３８の左端部と前記凹部７６の左
端部との間に隙間が画成され、該隙間を介して固定具７５の存在を確認することができる
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。すなわち、第２取付ベース７０のベース用第２固定部７７に固定具７５自体が支持され
ていないことを、発射制御装置３８を取り付けた状態で確認することができる。また、発
射制御装置３８の左端部と凹部７６の左端部との間の隙間は、手指を差し込み得ない寸法
に設定されているから、該固定具７５が簡単に不正操作されるのを防止し得る。しかも、
発射制御装置３８が第２取付ベース７０に取り付けられている状態では、前述したように
前記規制片８７ａ,８７ａによって操作部７５ｂの回転は規制されているから、前記隙間
から差し込んだ工具やピアノ線等の部材で操作部７５ｂが回転されるのを確実に阻止し得
る。
【０１０７】
(インターフェース基板４３に対する不正アクセス防止に関する作用について)
　前記払出し制御装置３７と外部装置との信号の授受を中継する前記インターフェース基
板４３は、前記インターフェース基板ケース９４に収容されている。そして、該インター
フェース基板４３に設けた第２のコネクタ４３ｂにコネクタ接続された第２の配線１００
は、該基板ケース９４に設けた配線開口９６ａを介してケース外に引き出されて、該第２
の配線１００が前記払出し制御装置３７の第３のコネクタ３７ｂに接続されている。イン
ターフェース基板ケース９４を構成するカバー部材９６は、各第２のコネクタ４３ｂの後
側(第２のコネクタ４３ｂに接続した第２の配線１００の第２のコネクタ４３ｂに対する
抜き出し方向前側)を覆っており、該第２のコネクタ４３ｂから第２の配線１００の配線
側コネクタ１００ａを簡単に抜き外すことはできず、第２のコネクタ４３ｂに対する外部
からの不正なアクセスを、カバー部材９６によって効果的に防ぐことができる。
【０１０８】
　前記インターフェース基板４３に設けた第１のコネクタ４３ａは、外部装置に接続する
第１の配線９９とコネクタ接続するために、ケース外に露出しているが、図２９,図３０,
図３４に示す如く、前記カバー部材９６に該第１のコネクタ４３ａの周囲を覆う前記カバ
ー側不正防止壁１０２が設けられているので、該カバー側不正防止壁１０２によって第１
のコネクタ４３ａに対する外部からの不正アクセスを抑制することができる。より具体的
には、第１のコネクタ４３ａにおける第１の配線９９の配線側コネクタ９９ａとの接続部
位１０３から基板側に突出する接触子１０５の周囲が、前記カバー側不正防止壁１０２で
囲われており、外部から接触子に直接アクセスするのを困難としている。更に、実施例の
インターフェース基板ケース９４では、前記ベース部材９５にカバー部材９６を組み付け
た状態では、図２７(ｂ),図３０,図３１,図３５に示す如く、カバー側不正防止壁１０２
の外側がベース部材９５の壁部９５ｂで囲われているので、前記接触子１０５に対する外
部からのアクセスを壁部９５ｂおよびカバー側不正防止壁１０２で確実に防ぐことができ
る。
【０１０９】
　また、前記インターフェース基板ケース９４を前記第１取付ベース３１のケース取付部
９３に取り付けた状態で、前記ベース部材９５に設けた不正防止突部９７およびベース側
不正防止壁９８が、図３３に示す如く、ケース取付部９３と前記球通出案内部材３３の球
抜き通路部３３ｂとの間の隙間を埋めるよう位置する。更に、インターフェース基板ケー
ス９４から露出している前記第１のコネクタ４３ａの周囲を囲う前記カバー側不正防止壁
１０２によっても、ケース取付部９３の周囲に存在する他の部材との隙間が埋められてい
る。このように、インターフェース基板４３が配設される周囲に存在する隙間を、不正防
止突部９７、ベース側不正防止壁９８およびカバー側不正防止壁１０２により埋めている
ので、不正基板が隙間に設置されるのを防止することができる。また、仮に不正基板が第
１のコネクタ４３ａに接続されたとしても、該不正基板を隠すように設置する隙間がなく
、不正基板の発見は容易となる。
【０１１０】
　前記第２取付ベース７０に取り付けた払出し制御装置３７における発射制御装置３８と
の間でケース外に露出する前記第３のコネクタ３７ｂおよび発射制御装置３８の下側でケ
ース外に露出する前記第４のコネクタ３８ｂの後側は、図４、図１２等に示す如く、前記
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インターフェース基板ケース９４に枢支された前記後部カバー部材１０４で覆われている
。すなわち、第３のコネクタ３７ｂおよび第４のコネクタ３８ｂは、当該コネクタ３７ｂ
,３８ｂに接続した配線１００のコネクタ３７ｂ,３８ｂに対する抜き出し方向前側が後部
カバー部材１０４で覆われているので、該コネクタ３７ｂ,３８ｂから配線１００を簡単
に抜き外すのは困難であり、該コネクタ３７ｂ,３８ｂに対する外部からの不正なアクセ
スを効果的に防止することができる。また、後部カバー部材１０４の枢支部９６ｂをイン
ターフェース基板ケース９４に設けたので、第１取付ベース３１に後部カバー部材１０４
の枢支部を別途設ける必要はなく、第１取付ベース３１の構成を簡略化し得る。
【０１１１】
　前記インターフェース基板ケース９４から第２の配線１００をケース外に引き出す配線
開口９６ａは、カバー位置の前記後部カバー部材１０４の内部で開口しているので、該配
線開口９６ａから引き出されて前記第３のコネクタ３７ｂに接続する第２の配線１００に
対する外部からの不正アクセスを、後部カバー部材１０４で効果的に防止することができ
る。また、前記カバー位置に位置決めされた後部カバー部材１０４の裏面は、図３１,図
３２に示す如く、前記第２取付ベース７０に取り付けられている払出し制御装置３７(払
出し基板ケース４１)および発射制御装置３８(発射基板ケース４２)の裏面と略面一とな
っている。すなわち、前記中枠１３において各種制御装置３７,３８が配設される中下枠
部１５の裏側は、各制御装置３７,３８および後部カバー部材１０４によって凹部が画成
されるのが極力抑えられており、不正基板が凹部へ設置されるのを抑制し得ると共に、不
正基板が中下枠部１５の裏側に設置されても該不正基板の発見が容易となる。
【０１１２】
(放電機能の作用について)
　前記パチンコ機１０では、外部電源から電源基板３６ａに供給される電源は、前記電源
回路１１４によって電圧の安定化等の各種の処理が施された後に、前記各種制御基板３７
ａ,３９ａ,４６ａ,４７ａに、前記ドッキングコネクタ５２を介して直接供給されたり、
またはドッキングコネクタ５２を介することなく直接供給される。そして、各制御基板３
７ａ,３９ａ,４６ａ,４７ａでは、供給された電源が、該制御基板３７ａ,３８ａ,３９ａ,
４６ａ,４７ａを作動させるための電源、および該制御基板３７ａ,３８ａ,３９ａ,４６ａ
,４７ａで制御される図柄表示装置１８、ランプやスピーカ、その他モータやソレノイド
等の各種電気部品を作動させるための電源として使用される。
【０１１３】
　前記パチンコ機１０において遊技盤１２を交換する際には、前記電源基板３６ａに設け
られている電源スイッチ１０７をＯＮからＯＦＦに切換える。電源スイッチ１０７のＯＦ
Ｆにより、外部電源からの電源供給が停止すると、前記通電監視回路１１３から判定回路
１１１に対して通電断信号が出力されると共に、前記電源断信号回路１０９から主制御基
板３９ａおよび払出し制御基板３７ａに対して電源断信号が出力される。主制御基板３９
ａおよび払出し制御基板３７ａは、電源断信号の入力を契機として、バックアップに必要
な処理を実行する。このとき、前記リセット信号回路１１０からはリセット信号は出力さ
れておらず、前記判定回路１１１は、通電監視回路１１３から通電断信号が出力(ＯＮ)さ
れた条件、およびリセット信号回路１１０からリセット信号が出力(ＯＮ)された条件の何
れも満たされている肯定判定を行なっておらず、前記第２コンデンサ１１５と放電回路１
１２とは電気的な接続が遮断(電界効果トランジスタ１１２ｂのオフ)されている。なお、
主制御基板３９ａおよび払出し制御基板３７ａでのバックアップ処理に際しては、前記第
１コンデンサ１０８に蓄えられている電気が各制御基板３９ａ,３７ａに供給されて、該
制御基板３９ａ,３７ａでのバックアップ処理が正常に行なわれる。
【０１１４】
　更に、前記電源断信号回路１０９から電源断信号が出力された後であって、前記主制御
基板３９ａおよび払出し制御基板３７ａのバックアップ処理に必要な時間を経過後に、前
記リセット信号回路１１０から主制御基板３９ａ、統括制御基板４７ａ、演出表示制御基
板４６ａ、払出し制御基板３７ａに対してリセット信号が出力される。そして、各制御基
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板３９ａ,４７ａ,４６ａ,３７ａは、リセット信号の入力を契機として各ＣＰＵの動作を
停止する処理を実行する。
【０１１５】
　前記リセット信号回路１１０からリセット信号が出力されると、前記判定回路１１１が
肯定判定し、前記電界効果トランジスタ１１４にトリガとなる放電信号を出力することで
該トランジスタ１１４がオンして前記第２コンデンサ１１５と放電回路１１２とが電気的
に接続される。これにより、第２コンデンサ１１５に蓄えられている電気が放電回路１１
２を介して放電される。第２コンデンサ１１５に蓄えられている電気の放電は、放電回路
１１２によって短時間(約１秒)で完了する。
【０１１６】
　これに対し、前記中枠１３から前記遊技盤１２を取り外す具体的作業は、前記電源スイ
ッチ１０７をＯＦＦに切換えた後、前記固定部材３０,３０による中枠１３に対する遊技
盤１２の固定を解除する。そして、遊技盤１２を、左端部を中心として右端部を前側に向
けて回動することで、前記ドッキングコネクタ５２の第１コネクタ５３と第２コネクタ５
４との接続が解除される。これにより、中枠１３に配設されている前記電源基板３６ａと
、遊技盤１２側に配設されている各種制御装置３９,４６,４７を含む各種電気部品との電
気的な接続が解除される。
【０１１７】
　実施例のパチンコ機１０では、遊技盤１２側の電気部品と中枠１３側の電気部品とを、
中枠１３に対する遊技盤１２の組み付けによって電気的に接続するドッキングコネクタ５
２を用いているので、遊技盤１２側の電気部品と中枠１３側の電源基板３６ａとの電気的
な切り離し作業は極めて短時間で完了する。このように、遊技盤１２側の電気部品と中枠
１３側の電源基板３６ａとの電気的な切り離し作業が極めて短時間で完了する構成を採用
した場合であっても、実施例のパチンコ機１０は、前記第２コンデンサ１１５に蓄えられ
ている電気を前記放電回路１１２により短時間で放電し得るので、新たな遊技盤１２を中
枠１３に取り付ける際に、第２コンデンサ１１５から遊技盤１２側の電気部品に電気が供
給されることはない。従って、遊技盤１２の交換作業に際して第２コンデンサ１１５に蓄
えられている電気が一気に流れてスパークが発生し、コネクタ等の電気部品が損傷する事
態を防止することができる。また、第２コンデンサ１１５に蓄えられている電気が自然放
電するまで遊技盤１２の組み付け作業を待機する必要もなく、電気部品を損傷することな
く遊技盤１２の交換作業を短時間で行ない得る。
【０１１８】
　実施例のパチンコ機１０では、前記電源基板３６ａに、通電監視回路１１３、リセット
信号回路１１０、判定回路１１１および放電回路１１２を配設したので、既存の電源基板
と交換するだけで放電機能を有するパチンコ機１０に変更することができる。また、通電
監視回路１１３として非接触式回路を採用したので、振動や衝撃等によって誤作動するこ
とがなく、第２コンデンサ１１５に蓄えられている電気を不用意に放電してしまうのを防
止し得る。また、機械的なリレー等に比べて故障の発生を抑制し得る。
【０１１９】
(変更例)
　本願は前述した実施例の構成に限定されるものではなく、その他の構成を適宜に採用す
ることができる。
(1) 実施例では、保護部材から引き出した配線を配線ケースの内部に引き回すよう構成し
たが、保護部材から引き出した配線を適宜の空間部に引き回して対応する電気部品に接続
するものであってもよい。
(2) 実施例では、電源制御装置、払出し制御装置、発射制御装置およびインターフェース
基板(基板ケースに収納された状態の基板)を、中枠の中下枠部に対して第１取付ベースや
第２取付ベースを介して取り付けるよう構成したが、中下枠部に各装置や基板の取着部を
設け、該取着部に直接装置や基板を取り付ける構成を採用し得る。
(3) 実施例では、遊技盤側の電気部品と中枠側の電気部品とを、中枠に対する遊技盤の組
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み付けによって電気的に接続するドッキングコネクタを用いた場合で説明したが、中枠に
対する遊技盤の組み付けによらず、各電気部品に接続する配線を中継基板や公知のコネク
タを用いて電気的に接続する構成であってもよい。
(4) 実施例では、配線ケースを、後側に開口する導入部と前側に開口する本体部とから構
成したが、前側に開口する本体部のみから配線ケースを構成したものであってもよい。
(5) 実施例では、配線ケースの後側の一部を発射制御装置で覆うようにしたが、該発射制
御装置と並んで配設される払出し制御装置で配線ケースの後側を覆うようにしてもよい。
また、配線ケースの後側を覆う制御装置は、発射制御装置や払出し制御装置に限定される
ものではない。
(6) 実施例では、通電断信号の出力とリセット信号の出力とのＡＮＤ条件で、第２コンデ
ンサに蓄えられている電気を放電回路で強制的に放電するよう構成したが、リセット信号
に代えて電源断信号回路から出力される電源断信号を用いることができる。すなわち、通
電断信号の出力と電源断信号の出力とのＡＮＤ条件で、第２コンデンサに蓄えられている
電気を放電回路で強制的に放電するようにしてもよい。また、通電断信号の出力のみによ
って第２コンデンサに蓄えられている電気を放電回路で強制的に放電する構成を採用し得
る。
(7) 実施例では、判定回路を、リセット信号回路(停止処理信号出力手段)からリセット信
号(停止処理信号)が出力されたか否かを監視する停止処理信号監視手段と兼用するよう構
成したが、判定回路とは別に、リセット信号回路(停止処理信号出力手段)からリセット信
号(停止処理信号)が出力されたか否かを監視する停止処理信号監視手段を設ける構成を採
用し得る。
(8) 実施例では、通電監視回路(電源監視手段)として非接触式回路を用いたが、電源断状
態を検出可能なものであれば、接触式回路、その他公知の各種形態の手段を採用すること
ができる。
(9) 実施例では、電界効果トランジスタを用いて第２コンデンサ(蓄電手段)と放電回路と
を電気的に接続したり接続を遮断するよう構成したが、接続状態を切替える手段としては
電界効果トランジスタに限定されるものでなく、常には第２コンデンサ(蓄電手段)と放電
回路との電気的な接続を遮断し、判定回路(判定手段)が肯定判定したときに第２コンデン
サ(蓄電手段)と放電回路とを電気的に接続し得るものであれば、公知の各種形態の手段を
採用し得る。
(10) 実施例では、抵抗器と電界効果トランジスタとから放電手段を構成したが、放電手
段の構成はこれに限定されるものではなく、常には第２コンデンサ(蓄電手段)との電気的
な接続が遮断され、判定回路(判定手段)での肯定判定によって第２コンデンサ(蓄電手段)
と電気的に接続されて、該第２コンデンサ(蓄電手段)に蓄えられている電気を消費し得る
ものであればよい。例えば、抵抗器に代えて、第２コンデンサ(蓄電手段)に蓄えられてい
る電気を光に変換して消費するランプ(発光手段)等を採用可能である。
(11) 実施例では、中枠に配設した電源基板と、遊技盤側に配設した電気部品とを、中枠
に対する遊技盤の組み付けによって電気的に接続するドッキングコネクタを用いた場合で
説明したが、中枠に対する遊技盤の組み付けによらず、個々の電気部品と電源基板とを個
別に配線やコネクタを用いて接続する構成であってもよい。
(12) 電源基板に配設される電源回路は、１つであっても複数であってもよく、複数の電
源回路を設けた場合は、各電源回路に接続する複数の第２コンデンサが放電回路に接続さ
れていればよい。
(13) 実施例では、ロック手段でロック状態とロック解除状態とにする制御装置として払
出し制御装置および発射制御装置を挙げたが、他の制御装置であってもよい。
(14) 実施例では、第２取付ベースに対して左右方向に並べた制御装置を１つのロック手
段でロック状態とロック解除状態とにする場合で説明したが、制御装置の並び方向は上下
方向、あるいは斜め方向であってもよい。
(15) 実施例では、第２取付ベースに対する払出し制御装置(第１制御装置)および発射制
御装置(第２制御装置)の係止構造を異ならせた場合で説明したが、同一の係止構造を採用
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したものであってもよく、またはその他公知の各種係止構造を採用し得る。そして、係止
構造(前後動により係脱する係止構造やスライドにより係脱する係止構造)の形態に応じて
、制御装置に設ける係合部とロック手段に設ける被係合部との形態を設定すればよい。
(16) 実施例では、ロック手段のロック解除位置で両方の制御装置をロック解除状態とす
るよう構成したが、第１制御装置に対応する第１ロック解除位置および第２制御装置に対
応する第２ロック解除位置を夫々設定し、各制御装置を個別にロック解除状態とし得る構
成であってもよい。また、更に両方の制御装置を同時にロック解除状態とする第３ロック
解除位置を設定してもよい。
(17) 実施例では、払出し制御装置(第１制御装置)の第１ロック部(第１係合部)と発射制
御装置(第２制御装置)の第２ロック部(第２係合部)とを、ロック手段のスライド方向に並
ぶように構成したが、両ロック部がロック手段のスライド方向に並んでいない構成であっ
てもよい。例えば、第１ロック部と第２ロック部とがロック手段を挟んで対向する構成や
、両ロック部が対向することなく前記スライド方向にずれている構成であってもよい。
(18) 実施例では、第１基板をインターフェース基板とし、第２基板を払出し制御基板と
した場合で説明したが、第１基板および第２基板としては、両基板に設けた接続部同士を
配線で接続する必要のある基板であればよい。
(19) 後部カバー部材の形状は、実施例の形状に限定されるものでなく、インターフェー
ス基板の周囲に配置された制御装置のケース外に露出するコネクタの露出領域に応じて、
該露出領域の後側を覆い得る形状に設定すればよい。
(20) 実施例では、第２取付ベースを第１取付ベースに固定する複数の固定部のうちの１
つを制御装置(発射制御装置)に重なる位置に設けたが、全ての固定部を対応する制御装置
(払出し制御装置や発射制御装置)に重なる位置に設けて、全ての制御装置に実施例と同様
な規制手段による規制構造を採用することができる。
(21) 実施例では、固定手段として回転式の固定具を挙げたが、スライドして固定位置お
よび解除位置に変位可能な形態のものであってもよく、固定位置と解除位置とで操作部の
位置や姿勢が変化するものであればよい。
(22) 実施例では、規制手段を一対の規制片で構成した場合で説明したが、該規制手段の
形態はこれに限られるものではなく、固定手段の固定位置と解除位置との変位形態や操作
部の位置や姿勢の変化に応じ、固定手段の固定位置で操作部に当接し、解除位置で操作部
に当接しない形態であればよい。
(23) 遊技機としては、パチンコ機に限られるものではなく、アレンジボール機やパチン
コ球を用いたスロットマシン等、その他各種の遊技機であってもよい。
【符号の説明】
【０１２０】
　１２ 遊技盤
　１３ 中枠(本体枠)
　３１ 第１取付ベース(取着部)
　３８ 発射制御装置(第２構成部品)
　４５ 設置部材(取着部材)
　４５ｂ 第２規制部
　５３ 第１コネクタ
　５３ｂ 接続部
　５４ 第２コネクタ
　５４ａ 接続部
　５５　保護部材
　５８ 保護部
　５８ａ 引出口
　６０ 側部延出部
　６０ａ 傾斜部
　６０ｃ 第１規制部
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　６２ 取付部
　６３ 第２下部延出部(下部延出部)
　６７ 配線
　６９ 配線ケース
　７０ 第２取付ベース(第１構成部品)
　７５ 固定具(固定手段)
　７５ｂ 操作部
　Ｓ１ 収容室

【図１】 【図２】
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